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片岡 伸行

「私
は
埼
玉
県
に
あ
る
陸
上
自

衛
隊
化
学
学
校
で
サ
リ
ン
な
ど

の
毒
ガ
ス
の
製
造
に
関
わ

っ
て

い
ま
し
た
。　
一
九
七
〇
年
代
の

こ
と
で
す
」

東
京
都
内
の
あ
る
喫
茶
店
の

一
角
で
、
「
元
自
衛
官
」
と
名

乗
る
六
〇
代
の
男
性
は
そ
う
切

り
出
し
た
。
白
髪
交
じ
り
の
短

髪
。
口
調
は
柔
ら
か
だ
。

サ
リ
ン
と
言
え
ば
、　
一
九
二

八
年
に
ナ
テ
ス

・
ド
イ
ツ
が
開

発
し
た
有
機
リ
ン
化
合
物
の
神

経
ガ
ス
で
あ
る
。
九
四
年
六
月

の
松
本
サ
リ
ン
事
件
、
翌
九
五

年
三
月
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

で
そ
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
オ
ウ
ム

真
理
教
が
起
こ
し
た
、
世
界
で

初
め
て
の
神
経
ガ
ス
に
よ
る
無

差
別
殺
人
事
件
で
使
用
さ
れ

た
。
青
酸
カ
リ
の
五
〇
〇
倍
と

も
言
わ
れ
る
猛
毒
で
、
体
内
に

取
り
込
む
と
筋
肉
が
麻
痺

・

痙
攣
し
、
呼
吸
停
止
を
引
き
起

こ
す
。

そ
の
サ
リ
ン
を
、
地
下
鉄
サ

で
き
る
日
本
で
唯

一
の
機
関
で

あ
る
。
前
身
で
あ
る
化
学
教
育

隊
が
化
学
学
校
に
昇
格

（
一
九

五
七
年
）
し
て
か
ら
半
世
紀
余

り
。
現
在
の
学
校
長
は
二
〇

一

一
年
八
月
に
就
任
し
た
川
上
幸

則
陸
将
補
で
あ
る
。

第

一
０

一
化
学
防
護
隊

サ
リ
ン
事
件
で
出
動

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
か
ら
直
線
距
離

で
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
。
中

山
道

（国
道
１７
号
線
）
を
越
え

て
し
ば
ら
く
行
く
と
、
信
号
の

向
こ
つヽ
に
白
い
建
物
が
建
ち
並

ぶ
。
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進

町

に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯

地
の
官
舎
で
あ
る
。

信
号
を
左
に
曲
り
、
広
い
道

路
を
行
く
と
、
や
が
て
駐
屯
地

入
口
。
そ
こ
に

「化
学
学
校
」

「第
三
十
二
普
通
科
連
隊
」
「中

央
特
殊
武
器
防
護
隊
」
の
三
つ

の
看
板
が
並
ぶ
。

リ
ン
事
件
よ
り
二
〇
年
以
上
も

前
に
陸
上
自
衛
隊
で
製
造
し
て

い
た
と
い
う
。
に
わ
か
に
は
信

じ
が
た
い
話
だ
が
、
そ
も
そ
も

陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校
と
は
ど

の
よ
う
な
組
織
な
の
か
。

Ｎ
Ｂ
Ｃ
兵
器
の

防
護
研
究

か
つ
て
国
会
で
次
の
よ
う
な

質
問
主
意
書
が
出
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
質
問
者
は
参
議
院
の
井

上
美
代
、
緒
方
靖
夫
、
阿
部
幸

代
、
畑
野
君
枝
の
各
議
員

（当

時
）
。
質
問
主
意
書
は
第

一
五

〇
回
国
会
中
の
二
〇
〇
〇
年

一

一
月
九
日
付
で
出
さ
れ
た
。

〈
政
府
、
防
衛
庁

の
進
め
る

核

・
生
物

・
化
学
兵
器
対
処
研

究
が
、
大
都
市
部
で
公
然
と
行

わ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
基
地
や

研
究
施
設
な
ど
の
周
辺
地
域
住

民
を
始
め
、
多
く
の
国
民
は
不

安
を
持
っ
て
い
る
。
生
物

・
化

学
兵
器
の
禁
止
が
世
界
の
流
れ

と
な
っ
て
い
る
中
で
、
な
ぜ
今
、

生
物

・
化
学
兵
器
対
処
研
究
が

必
要
な
の
か
〉

〈埼
玉
県
大
宮
市
に
あ
る
陸
上

自
衛
隊
化
学
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
、
核

・
生
物

・
化
学
兵
器
対

処
研
究
と
の
か
か
わ
り
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
き
た

の
か
。
（略
）
明
ら
か
に
さ
れ

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

時
、
大
宮
駐
屯
地
か
ら
は
化
学

学
校
と
そ
の
配
下
に
あ
る
第

一

〇

一
化
学
防
護
隊

（中
央
特
殊

武
器
防
護
隊
の
前
身
）
が
初
め

て
実
働
派
遣
さ
れ
た
。
同
じ
く

首
都
防
衛
の
要
と
さ
れ
る
第
二

二
普
通
科
連
隊
を
中
心
に
サ
リ

ン
除
染
部
隊
が
編
成
さ
れ
地
下

鉄
駅
構
内
や
車
両
内
で

「除
染
」

を
実
施
。
こ
れ
は
当
時
の
ニ
ュ

ー
ス
で
も
報
じ
ら
れ
、
そ
の
活

動
が
評
価

・
称
賛
さ
れ
た
。

一
方
で
事
件
当
時
、
オ
ウ
ム

教
団
の
中
に
現
役
の
自
衛
隊
員

や
警
察
官
な
ど
の
信
者
が
い
た

こ
と
か
ら
、
オ
ウ
ム
真
理
教
と

自
衛
隊
の
関
係
に
疑
惑
の
目
が

向
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
陸
上

自
衛
隊
も
こ
の
サ
リ
ン
を
開

発

・
製
造
し
て
い
た

（
い
る
）

と
報
じ
た
メ
デ
ィ
ア
は
当
時
な

か
っ
た
。
当
時
の
み
な
ら
ず
現

在
も
な
お
、
自
衛
隊
が
サ
リ
ン

た
い
〉
（抜
粋
。
地
名
は
当
時
）

こ
れ
に
対
し
、
同
年

一
二
月

一
日
付
の
答
弁
書
で
森
喜
朗
総

理
大
臣

（当
時
）
は
、
化
学
学

校
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
る

（そ
の
部
分
の
み
抜
粋
）。

〈陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ

兵
器
が
使
用
さ
れ
た
場
合
の
偵

察
、
防
護
及
び
除
染
を
行
う
た

め
、
化
学
防
護
、
化
学
技
術
等

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
、
同
学
校
に
お
い
て
は
、

（略
〉
引
き
続
き
、
か
か
る
研

究
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
〉

き
わ
め
て
具
体
性
を
欠
い
た

答
弁
で
あ
る
が
、
「核

・
生
物

・

化
学
兵
器
対
処
関
連
事
業
」
と

し
て
一
九
九
九
年
度
は
二
億
九

〇
〇
〇
万
円
余
、
二
〇
〇
〇
年

度
に
は
二
四
億
三
六
〇
〇
万
円

余
と
ゼ
ロ
が

一
つ
増
え
、　
一
三

年
度
は
さ
ら
に
そ
の
約
三
倍
の

七

一
億
八
二
〇
〇
万
円
余
の
予

算
が
付
い
て
い
る
。
通
算
す
れ

ば
巨
額
な
税
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
活
動
内
容

は
以
上
の
と
お
り
抽
象
的
な
域

を
出
な
い
。

陸
自

・
化
学
学
校
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ

兵
器

（１５
ぺ
‐
ジ
囲
み
記
事
参

照
）
の
防
護
要
員
で
あ
り
、「防

護
」
研
究
の
た
め
に
化
学
兵
器

と
放
射
性
物
質
を
扱
う
こ
と
の

な
ど
の
毒
ガ
ス
を
製
造
し
て
い

る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

化
学
学
校
の
活
動
自
体
が
間
に

包
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
化
学
学
校

の
法
的
な
位
置
づ
け
は
次
の
よ

つヽ
に
な
る
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
起
き

た
翌
月

（九
五
年
四
月
）
に
施

行
さ
れ
た

「化
学
兵
器
禁
止
法
」

（化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定

物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
）
で
は
、
「何
人
も
、
化
学

兵
器
を
製
造
し
て
は
な
ら
な
い
」

（第
二
条
）
と
さ
れ
る
が
、
第

三
四
条
に
よ
っ
て

「特
定
施
設

に
つ
い
て
の
特
例
」
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

特
定
施
設
と
は
、
「特
定
物

質
の
毒
性
か
ら
人
の
身
体
を
守

る
方
法
に
関
す
る
研
究
の
た
め

に
特
定
物
質
の
製
造
を
す
る
施

設
」
を
言
う
。
そ
の
特
定
施
設

に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
が

「陸

毒ガスとは

li:
外務省総合外交政策局が公表 して

いる資料によると、化学兵器として

や呼吸障害を引き起こすもの)一

などの種類がある。
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上
自
衛
隊
化
学
学
校
」
で
あ
り
、

そ
こ
で
製
造
さ
れ
る

「特
定
物

質
」
の
量
は

「年
間
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る

（同
法
施
行
令
第
六
条
）
。

下
の

〈年
表
〉
に
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
年
（九
五
年
）
の
九
月

に
日
本
は
化
学
兵
器
禁
止
条
約

を
批
准
し
て
お
り
、
そ
の
国
際

条
約
に
対
応
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
の
が
化
学
兵
器
禁
止
法
だ
。

し
か
し
、
男
性
の
証
言
に
よ

れ
ば
、
そ
の
法
律
が
で
き
る
二

〇
年
以
上
も
前
か
ら
、
化
学
学

校
で
サ
リ
ン
が
製
造
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

毒
ガ
ス
製
造
を
示
す

手
書
き
文
書

男
性

（仮
に

「Ａ
さ
ん
」
と

い
う
）
は

一
九
七
〇
年
代
初
め

に
大
宮
駐
屯
地
に
配
属
さ
れ
、

「
α
倒
側
判
国
か
ら
入
０
年
に

」
幽
開
翻
幽
馴
樹
硼
硼
察
部
昇

備
研
究
科
に
所
属
。
Ａ
さ
ん
は

そ
こ
で
サ
リ
ン
な
ど
の
毒
ガ
ス

製
造
に
関
わ
っ
た
と
い
う
。
「こ

複
雑
な
方
程
式
の
よ
う
な
化
学

式
が
並
ぶ
。

「
こ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と

Ａ
さ
ん
が
指
で
示
し
た
欄
外
を

見
る
と
、
左
端
に

〈起
案
用
紙

２
号
〉、
中
央
部
に
全
陸
上
自
衛

れ
が
当
時
の
内
部
文
書
で
す
」
。

Ａ
さ
ん
は
数
枚
の
紙
を
バ
ッ
グ

か
ら
取
り
出
し
た
。

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

（ワ

ー
プ
ロ
）
さ
え
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
七
〇
年
代
。
手
書
き
で

記
さ
れ
た
文
書
に
は
、「サ
リ
ン
」

や

「
Ｖ
Ｘ
」
の
文
字
が
並
ぶ
。

「秘
」
と
大
書
き
さ
れ
た
文
書

に
は

「サ
リ
ン
」
と
あ
り
、
数

枚
に
わ
た
り
段
階
別
の
製
造
法

が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
Ｖ
Ｘ
」
と
書
か
れ
た
文
書
は

「
昭
和
五
二
年

つ
ま
り

一
九
七

七
年
の
文
書
で
す
」
と
Ａ
さ
ん

は
言
う
。
文
書
に
は

「
５
月
２３

日

（月
と

か
ら

「
２７
日

（金
と

ま
で
の
五
日
間
で
、
「
準
備
」

か
ら
始
ま
り
、
い
く
つ
か
製
造

工
程
を
経
て
、
「除
染
」
ま
で

の
工
程
表
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
年
の
曜
日
を
調
べ
る
と
、

確
か
に

一
九
七
七
年
五
月
二
三

日
は
月
曜
日
だ

つ
た
。

「毒
ガ
ス
の
性
状
」
と
題
す
る

一
覧
表
に
な

っ
た
資
料
文
書
も

あ
る
。
左
欄
に
は
、
窒
息
ガ
ス

隊
〉、
そ
し
て
右
端
に

〈脚
防

衛
弘
済
会
納
〉
と
印
字
さ
れ
て

い
る
。

Ａ
さ
ん
は
説
明
す
る
。

「
こ
れ
は
当
時
、
陸
上
自
衛
隊

で
使
用
さ
れ
て
い
た
専
用
の
用

（ホ
ス
ゲ
ン
な
ど
）
か
ら
始
ま

り
、
神
経
ガ
ス

（タ
ブ
ン
、
サ

リ
ン
な
ど
）
、
血
液
中
毒
ガ
ス

（青
酸
、
塩
化
シ
ア
ン
な
ど
）
の

順
に
計
二
五
の
毒
ガ
ス
の
化
学

式

・
記
号
が
列
記
さ
れ
、
上
の

欄
に
そ
れ
ら
の
分
子
量
や
凝
固

点
、
沸
騰
点
、
揮
発
度
、
分
解

温
度
、
解
毒
の
速
度
、
安
定
度

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
き
わ

め
て
専
門
的
な
記
述
内
容
だ
。

「
こ
れ
は
発
行
元
も
日
付
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
米
軍
の
資
料
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
、

紙
で
す
。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い

る
の
は
、
タ
ブ
ン
の
合
成
法
で

す
」し

か
し
、
こ
れ
も
ま
た
発
行

元
や
作
成
年
月
日
な
ど
が
特
定

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
内

Ａ
さ
ん
は
推
測
す
る
。

自
衛
隊
専
用
用
紙
に

複
雑
な
化
学
式

前
記
し
た
よ
う
に
、
日
付
の

入

っ
た
文
書
も
あ
る
が
、
作
成

部
署

・
作
成
者
名
な
ど
発
行
元

は
な
く
、
こ
れ
ら
が
Ａ
さ
ん
の

言
う
よ
う
に

「陸
上
自
衛
隊
化

学
学
校
」
で
作
成
、
使
用
さ
れ

た
こ
と
を
示
す
表
記
も
な
い
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
作
成

し
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
文
書

は
通
常

「怪
文
書
」
と
さ
れ
る
。

容
は
と
も
か
く
、
ど
の
程
度
の

信
憑
性
を
担
保
で
き
る
の
か
、

依
然
と
し
て
疑
問
符
が
つ
く
。

か
り
に
陸
上
自
衛
隊
の
専
用
用

紙
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
が
化
学

学
校
発
出
の
文
書
だ
と
明
記
さ

し
か
も
、
化
学
式
や
構
造
式

が
並
べ
ら
れ
、
専
門
的
な
記
述

に
よ
る
工
程
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
判
読
す
る
だ

け
の
知
識
と
経
験
の
あ
る
人
は

ご
く
少
数
だ
ろ
う
し
、
「
ど
こ

か
の
研
究
所
か
ら
出
た
文
書
」

だ
と
言
わ
れ
て
も
判
定
の
し
よ

う
が
な
い
。

そ
の
旨
を
話
す
と
、
Ａ
さ
ん

は
別
の
文
書
を
提
示
し
た
。
横

罫
の
入

っ
た
レ
ポ
ー
ト
用
紙
風

の
紙
に
、
手
書
き
で

「
タ
ブ
ン

合
成
」
と
書
か
れ
、
な
に
や
ら

/

れ
た
記
載
も
な
い
。

さ
ら
に
Ａ
さ
ん
は
数
枚
の
文

書
を
取
り
出
し
た
。
い
わ
ゆ
る

青
焼
き
コ
ピ
ー
文
書
を
さ
ら
に

コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
、
紙
全
体

が
黒
ず
ん
で
い
る
が
、
文
字
は
　
１７

に「サリ1冽

調樹氏:こ

脇ブ冽の合成法

「内部文書」を元に陸上自衛隊

化学学校での活動について話す

元自衛官のAさ ん。
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ハーグ陸戦条約発効。戦争における毒物の使用を禁止。

日本がハーグ陸戦条約を批准。

日本陸軍が毒ガス調査研究を開始。

日本海軍が東京。築地に化学兵器研究室を開設。

ジュネーブ議定書
`戦

争時における窒息性ガス、毒性ガス等の使用を禁

止。開発、生産、貯蔵は禁止されず。日本政府は署名のみ。

日本陸軍が広島県大久野島で毒ガスの製造開始。

日本陸軍関東軍技術部化学兵器班 (のちの化学部)が倉1設。通称「満州第

516部隊」。満州 (中 国東北部)に駐留しマスタードガス、ルイサイトなど製造。

日本海軍が神奈川県寒川町で毒ガスの生産を本格化。

第二次世界大戦終結。

沖縄の米軍・知花弾薬庫で毒ガス漏洩事故。

]9[[言 1:[fIIPif鰐 者翻 こ星歪孔健ξi発し男

`襟
有の化学兵器を原則10年以内に全廃と定める。

松本サリン事件発生。

地下鉄サリン事件発生。

化学兵器禁止法制定。

日本政府が化学兵器禁止条約を批准。北海道の屈斜路湖で旧日本軍の

遺棄毒ガス弾発見。

化学兵器禁止条約発効。

日中両政府が「中国における日本の遺棄化学兵器の廃棄に関する覚書」

踏 l謁 爾 篇 膠 廠腿 平塚市の同化学実験部跡地か

ら旧日本軍の毒ガス入り容器発見。

中国黒竜江省チチハル市で旧日本軍が遺棄した化学兵器からの毒ガス流
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化学兵器禁上条約締約国は188カ国。
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どが毒ガスの生産、使用を続け

た。

日本がこのジユネーブ議定書

(条約)を締約したのは、敗戦後

四半世紀を経ての1970年。Aさ

んが化学学校でサリンなど毒ガ

スの製造に関わつていたと証言

した時期は、その数年後である。

つまり条約上は開発、貯蔵は禁

止されていなかつたo

日本が95年9月 に批准した現

行の化学兵器禁上条約では、サ

リンなどの化学兵器の開発、生

産、保有が包括的に禁上されて

いるが、ここにも抜け道がある。

同条約によれば、「生産量が年

電百1rF篠ュ猛11詳品墓
目的」の生産・保有なら「この

1条約によつて禁上されていなも
)

爾 』∬ 軍 ]

の生産、保有・廃棄などが可能

だ。

防衛省によれば、同条約に襲

づき、1997年から2012年 6月 まて

に計8回、OPCWの査察を受け

申告内容に問題がないことが1

認されている、というo

は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。

■
年
に
最
新
毒
ガ
ス

Ｂ
Ｚ
合
成
に
成
功
？

Ａ
さ
ん
は
言
う
。

「
こ
れ
は
、
研
究
員
が
化
学
学

校
長
に
提
出
し
た
命
題
研
究
の

報
告
書
の
一
部
で
す
」

命
題
研
究
？
　
Ａ
さ
ん
が
続

け
る
。

「化
学
学
校
の
研
究
に
は
命
題

研
究
と
自
主
研
究
の
二
つ
が
あ

っ
て
、
予
算
の
付
く
命
題
研
究

が
九
九
％
で
、
残
り
が
自
主
研

究
で
す
。
こ
の
文
書
は
Ｂ
Ｚ

（ビ
ー
ズ
ィ
ー
）
の
合
成
法
が

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中

に
合
成
し
た
年
度
が
は
っ
き
り

と
書
か
れ
て
い
ま
す
」

Ｂ
Ｚ
ガ
ス
と
は
米
陸
軍
が
開

発
し
た
無
能
力
化
ガ
ス
で
、
当

時
と
し
て
は
最
新
の
毒
ガ
ス
だ

レｃ
い
つヽ
。

「
こ
れ
を
吸
い
込
む
と

一
時
的

に
身
体
機
能
が
奪
わ
れ
、
瞳
孔

が
拡
大
し
、
錯
乱
し
、
銃
さ
え

持
て
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
死
ぬ
こ
と
は
な
く
、
数
時

間
で
元
に
一戻
る
そ
う
で
す
」
（Ａ

さ
ん
）

文
書
に
は
こ
つゝ
あ
る
。

〈
Ｓ
４７
年
度
に
お
い
て
、
ｍ
２

の
物
質
を
合
成
し
動
物
実
験
に

よ
っ
て
性
状
効
力
を
検
討
し
た

結
果
、
期
待
さ
れ
た
効
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
。〉

〈Ｓ
４８
年
度
以
降
、
残
さ
れ
た

ヽ
１
の
物
資
及
び
そ
の
同
系
列

物
質
を
合
成
し
、
各
種
の
実
験

を
行
な
っ
た
結
果
、
極
め
て
良

い
成
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
結

果
、
無
能
力
化
剤
Ｂ
Ｚ
は
次
の

化
学
構
造
で
あ
る
と
推
定
し

た
。〉こ

こ
で
は

「
ｍ
２
」
お
よ
び

「
ヽ
１
」
の
化
学
物
質
が
何
か

を
明
示
し
な
い
が
、「Ｓ

４７
年
度
」

＝
一
九
七
二
年
度
か
ら

「Ｓ
４８

年
度
」
＝
一
九
七
三
年
度
に
か

け
て
の
実
験
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｚ
の

合
成
に
成
功
し
、
化
学
構
造
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
Ｂ
Ｚ
を

「紫
外

線
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
」
と
い
う

分
析
機
械
で
特
定
し
た
記
述

や
、
「半
数
致
死
量
試
験
」
に

「
マ
ウ
ス
含
こ
が
使
わ
れ
た
こ

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
文

書
に
は

「犬
を
用
い
た
実
験
」

を
実
施
し
た
記
録
も
あ
る
。

Ａ
さ
ん
は
言
う
。

「当
時
最
新
と
言
わ
れ
た
Ｂ
Ｚ

の
製
造
を

一
九
七
三
年
に
成
功

し
た
と
す
れ
ば
、
サ
リ
ン
や
タ

ブ
ン
、
Ｖ
Ｘ
な
ど
は
そ
れ
以
前

に
合
成
に
成
功
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
」

し
か
し
こ
の
文
書
も
ま
た
、

作
者
名
も
発
出
先
も
な
く
、
誰

が
誰

（ど
こ
）
に
出
し
た
文
書

な
の
か
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

毒
ガ
ス
製
造
の

「編
成
組
織
」
図

Ａ
さ
ん
の
提
示
し
た

一
連
の

文
書
の
中
に
、
「
編
成
組
織
」

と
の
表
題
の
つ
い
た
組
織
図
が

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
班
や
係

の
名
称
と
と
も
に
研
究
員
と
思

わ
れ
る
者
や
技
官
、
医
官
ら
の

姓
と
階
級
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
、
今
も
付
き
合
い

の
あ
る
人
か
連
絡
が
つ
く
人
は

い
る
の
か
と
、
Ａ
さ
ん
に
訊
い

た
。
Ａ
さ
ん
以
外
の
当
事
者
の

裏
付
け
を
と
る
た
め
で
あ
る
。

「な
に
せ
四
半
世
紀
以
上
前
の

こ
と
で
す
か
ら
ね
。
誰
と
も
お

付
き
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

彼
ら
が
今
も
健
在
か
ど
う
か
、

連
絡
先
も
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

る
の
か
も
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま

せ
ん
」
と
Ａ
さ
ん
は
一一一一甲
２

「そ

れ
に
」
と
、
Ａ
さ
ん
は
つ
け
加

え
た
。

「研
究
員
は
み
な
退
官
後
も
待

遇
が
よ
く
、
恵
ま
れ
て
い
ま
す

か
ら
ね
。
か
り
に
所
在
が
わ
か

り
、
会
っ
て
く
れ
た
と
し
て
も
、

本
当
の
こ
と
は
言
わ
な
い
で
し

ょ
つゝ
」

そ
れ
も
も
っ
と
も
だ
と
は
思

っ
た
が
、
そ
う
な
る
と
、
Ａ
さ

ん
の
証
言
を
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

私
は
こ
の
組
織
図
を
手
が
か

り
に
、
当
時
の
研
究
班
メ
ン
バ

ー
の
足
ど
り
を
追
っ
た
。
す
る

と
、　
一
人
の
重
要
人
物
に
突
き

当
た
っ
た
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
な
い
写
真
／
筆
者

か
た
お
か
　
の
ぶ
ゆ
き

・
本
誌
編
集
部
。

16ページのく年表〉にあるよう

に、1899年 に「毒物使用禁止」

が宣言されたものの、その後も

毒ガスの生産 。開発は続けられ、

第一次世界大戦 (1914～ 18年 )

によつて近代的な化学兵器とし

て本格使用されていくo

化学の発展とともに残酷な大

量殺現が可能となり、時の権力

者たちは毒ガスの開発 。生産に

何度も歯止めをかけようとして

きた。しかし結論から言えば、

現在に至るも大量殺数の手段で

ある化学兵器は存在する。2013

年4月 末には内戦中のシリアでの

サリン使用疑惑が報 じられた。

人間は理性や良心を授けられて

いる (世界人権宣言第一条)の

と同時に、同類を殺す本性も併

せ持つようだ0

20世紀以降の流れを見ると、

1925年 に採択されたジユネーフ

議定書で戦争時の使用は禁止さ

れたが、開発・生産 。貯蔵は禁

止されず、米国、ソ連、日本な

逝邑干J金曜日  20135.17 (943f〕 )
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元
自
衛
官
Ａ
さ
ん
の
提
示
し

た
毒
ガ
ス
製
造
を
め
ぐ
る

一
連

の

「内
部
文
書
」
（左
ペ
ー
ジ

の
コ
ラ
ム
参
照
）
の
中
に
、
Ａ

さ
ん
の
言
つヽ

コ
母
ガ
ス
製
造
チ

ー
ム
」
の

「編
成
組
織
」
図
が

あ
り
、
そ
こ
に
は
研
究
員
ら
の

姓
と
階
級
が
記
さ
れ
て
い
た
。

サ

リ

ン
製

造

チ

ー

ム

２‐
ぺ
‐
ジ
写
真
の

〈図
〉
に

あ
る
よ
う
に
、
「研
究
部
長
」
の

も
と
に

コ
安
全
の
た
め
の
編
成
」

と
し
て
医
官
が
配
さ
れ
、
二

班

。
一
係
が
編
成
さ
れ
て
い

る
。
「
研
究
部
長
」
以
外
は
す

べ
て
姓
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

個
人
名
の
た
め
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ

ト
で
記
し
た
。

Ａ
さ
ん
が
説
明
を
す
る
。

の
文
書
の
出
所
が
明
ら
か
に
な

フ
０

。化
学
学
校
長
を
歴
任

サ
リ
ン
製
造
チ
ー
ム
の
主
任

を
務
め
た
と
さ
れ
る

「
１
尉
」

に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
意
外
に

も

『週
刊
金
曜
日
』
編
集
部
の

あ
る
東
京

・
神
保
町
の
近
く
に

勤
務
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
慎
重
に
周
辺
の
調
べ
を
進

め
、
住
所
と
連
絡
先
を
つ
か
み
、

本
人
で
あ
る
こ
と
を
特
定
。
私

は
窓
口
に
電
話
を
し
、
取
材
を

申
し
込
ん
だ
。

そ
の

「
１
尉
」
と
は
、　
一
九

七
四
年
か
ら
七
七
年
当
時
、
陸

上
自
衛
隊
化
学
学
校
の
研
究
部

「
Ｖ
類
似
物
班
と
い
う
の
は
Ｖ

Ｘ
ガ
ス
の
製
造
チ
ー
ム
で
、
Ｇ

Ｂ
班
と
い
う
の
は
サ
リ
ン
の
製

造
チ
ー
ム
で
す
。
毒
ガ
ス
の
研

究

・
製
造
の
際
に
は
必
ず
自
衛

隊
内
部
の
医
者
が
別
室
に
待
機

し
て
い
て
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

あ
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が

『安
全
の
た
め
の
編
成
』
と

書
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
医

官
は
自
衛
隊
中
央
病
院

（東
京

都
世
田
谷
区
池
尻
）
か
ら
来
て

い
ま
し
た
」

こ
こ
で
言
つ

「Ｇ
Ｂ
」
に
つ

い
て
少
し
説
明
を
加
え
よ
う
。

「毒
ガ
ス
戦
争
」
と
も
形
容
さ

れ
る
第

一
次
世
界
大
戦

（
一
九

一
四
～

一
人
年
）
を
経
て
、
第

二
次
世
界
大
戦

（
一
九
三
九
～

四
五
年
）
に
か
け
て
各
国
で
は

化
学
兵
器
と
し
て
の
毒
ガ
ス
の

研
究

・
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

に
所
属
し
て
い
た
山
里
洋
介

一

尉

（当
時
）
で
あ
る
。

山
里

一
尉
は
そ
の
後
、
九
二

年
に
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
部
武

器

・
化
学
課
の
化
学
室
長
に
就

き
、
そ
の
三
年
後
に
起
き
た
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
対
応
を
指

揮
。
二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
二

年
間
は
陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校

の
校
長
も
歴
任
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
退
官
し
た
あ

と
は
、
自
衛
隊
に
納
品
す
る
防

護
マ
ス
ク
な
ど
の
大
手
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
興
研
帥

（本
社

・
東

京
都
千
代
田
区
四
番
町
）
に
再

就
職
し
、
〇
七
年
二
月
か
ら
は

同
社
の
代
表
取
締
役
副
社
長
を

務
め
て
い
る
。

防
衛
省
の
あ
る
東
京
都
新
宿

区
市
谷
。
Ｊ
Ｒ
市
ヶ
谷
駅
か
ら

新
坂
を
上
り
、
徒
歩
で
数
分
の

と
こ
ろ
に
あ
る
興
研
帥
本
社
を

訪
ね
た
。
六
階
建
て
の
白
い
本

社
ビ
ル
の
隣
に
は
同
社
東
京
営

業
所
が
あ
り
、
防
塵
マ
ス
ク
な

そ
の
中
で
神
経
ガ
ス
の
開
発
に

最
も
力
を
入
れ
た
の
が
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

で
誕
生
し
た
タ
ブ
ン

（
一
九
二

六
年
）
、
サ
リ
ン

（三
八
年
）
、

ソ
マ
ン

（四
四
年
）
は
の
ち
に

「毒
ガ
ス
第
二
世
代
」
（２２
ぺ
‐

ジ

コ
ラ
ム
参
照
）
と
さ
れ
、

「
ｏ
Ｒ
日
”
い
器
∽
（ジ
ャ
ー
マ

ン
・
ガ
ス
と

（Ｇ
ガ
ス
あ
る
い

は
Ｇ
剤
）
と
呼
ば
れ
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
米
国
で
は
、

開
発
さ
れ
た
順
番
に

「
Ｇ
Ａ
」

（タ
ブ
ン
）、
「Ｇ
Ｂ
」
（サ
リ
ン
）、

「Ｇ
Ｄ
」
（ソ
マ
ン
）
と
い
う
コ

ー
ド
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

Ａ
さ
ん
が

「編
成
組
織
」
図

の
中
に
あ
る

「Ｇ
Ｂ
班
」
の
こ

と
を

「サ
リ
ン
の
製
造
チ
ー
ム
」

と
言
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な

背
景
に
よ
る
。ち
な
み
に
、「サ
リ

ン
」
と
い
う
名
称
は
、
そ
の
開

発
に
携
わ
っ
た
ド
イ
ツ
の
化
学

者
、シ
■
フ
ー
ダ
ー
の
み
ギ
巴
３
、

ア
ン
ブ
ロ
ス
（＞
ヨ
σ
８
し
、リ
ュ

ー
デ
イ
ガ
ー
（”
は
０
い零
じ
、
フ
ァ

ン
・
デ
ア
・リ
ン
デ
（く
”“
Ｏ
ｑ

Ｅ
“
計
）
の
名
前
を
と
っ
て
付

け
ら
れ
た
。

サ
リ
ン
製
造
チ
ー
ム
の

（主↓

つ
ま
り
主
任
と
表
記
さ
れ
て
い

る
人
物
を
特
定
し
、
直
接
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、　
一
連

ど
の
製
品
が
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ー
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

興
研

（酒
井
宏
之
社
長
）
は

大
阪
証
券
取
引
所
が
運
営
す
る

」＞
∽
∪
＞
０

（ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
）

上
場
企
業
で
、
従
業
員
は
約
二

二
〇
人
、
売
上
高
八
十
数
億
円

の
優
良
企
業
だ
。

本
社
ビ
ル

一
階
で
待
つ
と
、

山
里
副
社
長

（六
七
歳
）
自
ら

が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
迎
え
に
き

た
。
三
階
の
応
接
室
で
向
か
い

合
い
、
あ
い
さ
つ
も
そ
こ
そ
こ

に

「内
部
文
書
」
を
見
せ
た
。

以
下
、
私

（筆
者
）
と
の
や
り

と
り
の
抜
粋
で
あ
る

（カ
ギ
カ

ッ
コ
内
が
山
里
さ
ん
の
発
言
）。

サ

リ

ン
製

造

は
事

実

―
―
化
学
学
校
に
お
ら
れ
た
頃

の
文
書
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
確
認
し
て
い
た
だ
け
ま

す
か
？

「編
成
組
織
」
と
書

か
れ
た
文
書
に
山
里
さ
ん
の
名

前
が
あ
る
の
で
す
が
。
（指
で

一一一”＝一

一一一Ｆ彎｝一

元自衛官Aさ んが示した毒ガス

製造をめぐる「化学学校の内部文

書」は、大きく分けて次の5種類

になる (概要は前号で紹介)。

①サリン、VXなどあ合成 (製造)

方法を段階男1に記した文書。

②「毒ガスの性状」と題する一覧

表になつた文書。

③陸上自衛隊の専用用紙「起案用

紙2号」に書かれた「タブン合成

法」。

④化学学校長に提出されたとされ

る研究員による命題研究「BZの

合成」報告書。

Cイヒ学学校実験班の編成組織図。

これらの文書にはいずれも発行

元 (作成者名)と作成年月日は明

記されていないが、その内容から

①と④については1970年代に作成

したものと受け止められる記述が

あり、⑤については個人名 (姓の

み)と 当時の階級が明記されてい

週千」金曜日  20135_24 (944号 )

週干」金曜日  2013_524 (944号 )

ン 第2回

□



諦
穐
攣
蒙
明
け百
麗
し賛
こ

さ
し
て
）
こ
こ
で
す
。

「化
学
学
校
に
は
昭
和
四
九
年

２

九
七
四
年
）
か
ら
五
二
年

（七
七
年
）
ま
で
の
三
年
間
い

た
か
な
。
ず
い
ぶ
ん
古
い
話
だ

ね
」山

里
さ
ん
は
そ
う
言
う
と
、

文
書
に
目
を
落
と
し
、
や
が
て

答
え
た
。

「
こ
れ
は
当
時
の
組
織
表
に
間

違
い
な
い
。
当
時
の
実
験
班
の

編
成
表
で
す
」

―
―
で
は
、
こ
れ
は
ど
う
で
す

か
？私

は
サ
リ
ン
の
製
造
方
法
を

記
し
た
文
書
を
提
示
し
た
。

山
里
さ
ん
は
椅
子
に
深
く
座

り
直
し
、
文
書
を
ま
じ
ま
じ
と

見
る
。
足
を
組
み
直
し
、
頭
に

手
を
当
て
て
文
書
を
食
い
入
る

よ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。
そ
し

て
口
を
開
い
た
。

「
こ
れ
が
正
し
い
文
書
か
ど
う

か
に
つ
い
て
話
す
の
は
…
…
差

し
控
え
る
」

―
―
差
し
控
え
る
と
い
つヽ
の
は
、

認
め
な

い
と

い
う
こ
と
で
す

か
？

「差
し
控
え
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
」

―
―
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
編
成
組

直
後
に
ベ
ト
ナ
ム
ヘ
の
軍
事
攻

撃
を
決
定
。
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放

民
族
戦
線
の
壊
滅
を
図
る
た

め
、
「枯
葉
作
戦
」
と
称
し
て

猛
毒
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
混
合

物
で
あ
る
枯
葉
剤
を
大
量
に
散

織
の
文
書
と
同
じ
と
こ
ろ
か
ら

出
た
も
の
で
す
。

山
里
さ
ん
は
や
や
間
を
置
い

て
文
書
か
ら
顔
を
上
げ
、
私
を

ま
っ
す
ぐ
に
見
て

」ヽヽ
２
一一口
っ
た
。

「サ
リ
ン
を
製
造
し
て
い
た
の

は
事
実
で
す
。
自
分
で
作

っ
て

い
た
か
ら
、
こ
こ
に
何
が
書
い

て
あ
る
か
は
す
べ
て
わ
か
る
。

た
だ
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
話

す
の
は
差
し
控
え
た
い
」

陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校
で
の

サ
リ
ン
の
製
造
は
認
め
た
も
の

の
、
山
里
さ
ん
は
最
後
ま
で
こ

れ
ら
の
文
書
が
化
学
学
校
内
で

作
成
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を

明
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
山
里
さ
ん
の
日
か
ら
次

の
言
葉
が
出
た
。

「
こ
れ
ら
の
文
書
だ
が
ね
、
ど

こ
か
ら

（外
部
に
）
出
た
か
想

像
は
つ
く
。
あ
え
て
言
い
ま
せ

ん
が
ね

（笑
）。
た
だ
し
、
こ
の

資
料
だ
け
で
は

（サ
リ
ン
は
）

合
成
で
き
な
い
」

終
始
冷
静
で
表
情
を
崩
さ
な

か

っ
た
山
里
さ
ん
だ
が
、
こ
の

と
き
だ
け
、
自
嘲
気
味
に
笑

っ

た
。
そ
の
瞬
間
、
事
実
が
音
も

な
く
剥
が
れ
落
ち
た
よ
う
に
私

は
感
じ
た
。
ど
こ
か
ら
出
た
文

布
す
る
と
と
も
に
、
毒
ガ
ス
も

使
用
し
、
国
際
社
会
の
批
判
を

浴
び
た
。
六
六
年
の
国
連
総
会

で
化
学
兵
器

・
生
物
兵
器
の
使

用
を
非
難
す
る
決
議
が
採
択
さ

れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
米
軍
の

所
業
が
背
景
に
あ
る
。

ま
た
、
米
軍
施
政
下
に
あ

っ

た
沖
縄
で
は
六
〇
年
代
を
通
し

て
嘉
手
納
基
地

（飛
行
場
）
周

辺
の
住
民
に
原
因
不
明
の
目
の

痛
み
や
皮
膚
の
炎
症
が
起
き
、

植
物
が
枯
れ
る
な
ど
の
異
変
も

起
き
て
い
た
こ
と
が
、
琉
球
政

府
調
査
団
の
報
告
書

Ｔ

一
年
）

で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
当
時
は

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
最
中
で
、
六

〇
年
代
半
ば
か
ら
は
沖
縄
か
ら

書
な
の
か

「想
像
は
つ
く
」
と

い
う

」ゝ
と
は
、
文
書
の
出
所
が

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
し
か
も
、
き
ち
ん
と
合

成
す
る
た
め
に
は
他
の
資
料
も

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
文
書
自
体
の

一
定
の
信
憑

性
を
認
め
た
の
も
同
然
で
は
な

い
か
。

６４
年
に
合
成
に
成
功

私
は
別
の
文
書
を
見
せ
る
。

―
―
こ
の
文
書
に
は

「
タ
ブ
ン

合
成
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

作
成
日
も
作
成
者
名
も
明
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
複

雑
な
化
学
式
が
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

欄
外
に

「起
案
用
紙
２
号
　
陸

上
自
衛
隊
」
と
印
刷
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
陸
上
自
衛
隊
の
専

用
の
用
紙
で
す
ね
。

「そ
う
で
す
ね
。
専
用
用
紙
で

す
。
実
は
、
タ
ブ
ン
を
作

っ
た

の
は
そ
の
頃
で
は
私
し
か
い
な

い
の
で
は
な
い
か
？
」

内
部
文
書
か
ど
う
か
の
判
定

は
避
け
な
が
ら
も
、
山
里
さ
ん

は
サ
リ
ン
の
文
書
と
同
様
に
こ

れ
が
タ
ブ
ン
の
合
成
方
法
か
ど

う
か
コ
メ
ン
ト
は

「差
し
控
え

の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
本
格
化
。

当
時
か
ら
化
学
兵
器
の
存
在
が

推
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
米

軍
は
六
九
年
に
美
里
村
の
知
花

弾
薬
貯
蔵
庫

（現

・
沖
縄
市
の

嘉
手
納
弾
薬
庫
）
で
毒
ガ
ス
漏

洩
事
故
を
起
こ
し
た
の
を
機
に
、

沖
縄
で
の
サ
リ
ン
、
Ｖ
Ｘ
、
マ

ス
タ
ー
ド
ガ
ス
な
ど
の
貯
蔵
を

公
式
に
認
め
た
。
米
国
外
で
毒

ガ
ス
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
の
は

沖
縄
だ
け
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

沖
縄
で
は
毒
ガ
ス
撤
去
要
求
運

動
が
激
し
く
な
り
、
そ
の
声
の

高
ま
り
を
受
け
て
、
米
軍
は
七

一
年
九
月
ま
で
に
そ
れ
ら
毒
ガ

ス
計

一
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
を
北

太
平
洋
の
米
国
領
ジ
ョ
ン
ス
ト

る
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
タ

ブ
ン
の
合
成
に
成
功
し
た
の
は

自
分
し
か
い
な
い
の
で
は
、
と

表
明
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
別
の
文
書
を
見
せ
る
。

―
―
こ
の
文
書
に
は
当
時
最
新

と
言
わ
れ
た
無
能
力
化
ガ
ス
Ｂ

Ｚ
の
合
成
法
が
書
か
れ
て
い
て
、

昭
和
四
八
年
度

（
一
九
七
三
年

度
）
に
化
学
構
造
が
明
ら
か
に

な

っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「ま
あ
、
そ
の
こ
ろ
で
し
ょ
う

ね
」山

里
さ
ん
は
Ｂ
Ｚ
の
合
成
に

成
功
し
た
時
期
を
あ

っ
さ
り
と

認
め
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、

こ
の
文
書
が
化
学
学
校
で
作
成

さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
認
め
な
い
。

―
―
で
あ
れ
ば

（当
時
最
新
の

Ｂ
Ｚ
の
合
成
が
七
三
年
に
成
功

し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
）、
サ
リ

ン

（
の
合
成
に
成
功
し
た
の
）

は
も

っ
と
前
で
す
か
。

「そ
う
で
す
ね
。
サ
リ
ン
の
合

成
に
成
功
し
た
の
は
昭
和
三
九

年

（
一
九
六
四
年
）
で
す
」

私
は
無
言
で
頭
を
後
方
に
そ

ら
し
、
背
中
を
椅
子
に
押
し
つ

け
た
。
「
昭
和
三
九
年
」
と
言

え
ば
東
二示
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
年

で
あ
る
。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

よ
り
三
〇
年
以
上
も
前
、
今
か

ら
半
世
紀
近
く
前
…
…
。
時
期

ン
島
に
移
送
し
た
、
と
さ
れ
る
。

ま
さ
に
こ
つヽ
し
た
内
外
に
お

け
る
毒
ガ
ス
被
害
の
最
中
、
陸

上
自
衛
隊
化
学
学
校
で
は
サ
リ

ン
や
Ｖ
Ｘ
、
タ
ブ
ン
な
ど
の
毒

ガ
ス
を
極
秘
に
開
発
、
製
造
し

続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

禁
止
法
は
な
か
っ
た

―
―
大
変
な
発
言
を
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

「実
は
サ
リ
ン
事
件
の
と
き
、

私
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

に
出
て
、
毒
ガ
ス
を
作

っ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
公
に
し
た
。

そ
れ
ま
で
は

（毒
ガ
ス
製
造
は

内
外
に
）
極
秘
で
し
た
か
ら
ね
」

―
―
陸
幕
化
学
室
長
の
と
き
で

の
早
さ
だ
け
で
は
な
く
、
山
里

さ
ん
が
率
直
に
そ
の
事
実
を
明

か
し
た
こ
と
に
も
驚
い
て
い
た
。

―
―
す
で
に
六
〇
年
代
に
、
で

す
か
。
米
軍
の
援
助
、
教
授
を

受
け
た
と
い
う
こ
と
で
し
よ
つヽ

か
？

「
い
や
、
米
軍
の
援
助
も
協
力

も
な
い
。
独
自
に

（サ
リ
ン
の
）

合
成
に
成
功
し
た
の
で
す
。
サ

リ
ン
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｖ
Ｘ
に
つ
い
て
も
、
開
発
し
た

英
国
や
米
軍
は
構
造
式
を

一
切

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
が
、
日

本
は
独
自
に
Ｖ
Ｘ
を
作

っ
た
の

で
す
」

―
―
合
成
に
成
功
し
た
か
ど
う

か
を
最
終
的
に
判
断
す
る
に

は
、
本
物
の
サ
リ
ン
を
用
い
て

と
う

て

い

の
同
定
と
い
う
作
業
が
必
要
で

す
ね
。

「正
確
に
言
え
ば
そ
う
だ
が
、

当
時
は
現
物
が
な
い
の
で

（同

定
は
）
で
き
な
か
っ
た
。
マ
ウ

ス
実
験
な
ど
で

（成
功
し
た
と
）

判
断
し
た
と
聞
い
て
い
る
」

内
外
で
毒
ガ
ス
被
害

こ
こ
で
、
当
時
の
毒
ガ
ス
を

め
ぐ
る
内
外
の
状
況
の

一
端
を

記
し
て
お
こ
つヽ
。

一
九
六
〇
年
代
、
米
国
は
ジ

ョ
ン

・
Ｆ

・
ケ
ネ
デ
ィ
が
大
統

領
就
任

含
ハ
一
年

一
月
二
〇
日
）

す
ね
。
「初
め
て
公
に
し
た
」
と

の
こ
と
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
自
衛
隊
が
サ
リ
ン
を
作

っ

て
い
る
こ
と
な
ど
今
も
知
ら
な

い
。「ま

あ
、
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

た
だ
、
作

っ
て
い
る
こ
と
自
体

は
問
題
な
い
。
で
な
い
と
、
防

護
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
」

―
―
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

（議
定

書
）
を
批
准
し
た
の
は

一
九
七

〇
年
。
サ
リ
ン
は
そ
の
六
年
前

に
合
成
に
成
功
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

「そ
う
で
す
ね
。
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

条
約
で
は

（毒
ガ
ス
の
）
使
用

は
禁
止
だ
が
、
製
造
は
禁
止
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
」
　
　
　
　
　
２．

1970年代当時最新と言われたBZガ ス合成の成

功を報告したとされる内部文書。
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毒ガス第二世代
第一次世界大戦(1914年～18年 )は「世界初の毒
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った「ソマン」("“年)などである。

―
―
国
際
条
約
は
そ
う
で
し
ょ

う
が
、
国
内
法
で
は
ど
う
か
。

ど
の
よ
う
な
法
的
な
裏
付
け
が

あ
っ
て
毒
ガ
ス
を
製
造
、
開
発

し
て
い
た
の
で
す
か
？

「実
は
、
国
内
に
は

（毒
ガ
ス

製
造
を
禁
止
す
る
）
法
律
は
な

か
っ
た
。
九
五
年
に
化
学
兵
器

禁
止
法
が
で
き
る
ま
で
、
日
本

で
そ
う
し
た
法
律
は
な
か
っ
た

の
で
す
」

―
―
と
な
る
と
、
法
律
の
裏
付

け
の
な
い
ま
ま
、
極
秘
に
、
周

囲
に
民
家
な
ど
の
あ
る
場
所

（陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地
の

化
学
学
校
）
で
サ
リ
ン
を
作
っ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

「そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

し
か
し
、
現
に
当
時
か
ら
毒
ガ

ス
が
世
界
各
国
に
存
在
し
て
い

た
の
は
事
実
で
、
そ
れ
が
も
し

日
本
国
内
で
使
わ
れ
た
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
。
な
に
も
研
究

を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
む
し

ろ
自
衛
隊
は
無
責
任
だ
と
国
民

か
ら
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
う
」

―
―
い
や
、
そ
の
逆
で
は
な
い

か
。
国
民
に
知
ら
せ
ず
に
国
民

の
税
金
で
大
量
殺
人
兵
器
と
な

る
毒
ガ
ス
を
製
造
し
て
い
る
こ

と
こ
そ
、
国
民
に
恐
怖
感
と
怒

り
を
与
え
る
無
軌
道
な
行
為
に

映
り
ま
せ
ん
か
。

「そ
こ
は
評
価
が
分
か
れ
る
と

こ
ろ
だ
と
思
う
が
、
製
造
量
は

防
護
や
検
知
の
た
め
に
必
要
な

量
で
す
か
ら
、
わ
ず
か
数
グ
ラ

ム
程
度
で
す
。
攻
撃
用
と
し
て

製
造
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
」

―
―
か
り
に
禁
止
法
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
道
義
的

。
社
会

的
に
問
題
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
す
か
？

「そ
う
は
思
わ
な
い
。
実
際
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
は
そ
れ

ら
の
一暴
付
け
が
あ
っ
た
か
ら

一

定
の
防
護
目
的
を
果
た
せ
た
」

―
―
そ
う
し
た
声
が
あ
る
の
は

事
実
だ
が
、
そ
れ
は

（サ
リ
ン

合
成
成
功
か
ら
）
三
〇
年
余
あ

と
の
話
で
す
ね
。
現
在
も
自
衛

隊
は
サ
リ
ン
な
ど
の
毒
ガ
ス
を

製
造
し
て
い
ま
す
か
？

「当
然
、
作
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

陽
の
当
た
る
場
所
に
？

山
里
さ
ん
は
自
ら
関
わ
っ
て

き
た
毒
ガ
ス
製
造
を
め
ぐ
る
内

外
の
事
情
に
触
れ
、
こ
う
訴
え

た
。

「ぜ
ひ
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、
自
衛
隊
内
部
で
も
理

解
さ
れ
な
か
っ
た
防
護
の
た
め

の
研
究
を
、
わ
れ
わ
れ
が
秘
か

に
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
。
松

本
サ
リ
ン
事
件
の
と
き
、
米
軍

か
ら
協
力
の
申
し
出
と
い
う
か

打
診
が
警
察
庁
に
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
で
も
、
警
察
は

こ
れ
を
丁
重
に
お
断
り
し
た
そ

う
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
毒
ガ
ス

を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
米
軍
は

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
民
間
の
人
は
知
ら
な
い
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
細
々
と
、

内
部
で
も
理
解
さ
れ
な
い
研
究

を
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
あ

の
サ
リ
ン
事
件
に
対
応
で
き
た

の
で
す
。
今
ま
で
陽
の
当
た
ら

な
い
と
こ
ろ
で
や
っ
て
き
た
わ

れ
わ
れ
の
研
究
が
、
サ
リ
ン
事

件
に
よ
つ
て
や
つ
と
陽
の
当
た

る
場
所
に
出
た
の
で
す
。
こ
の

こ
と
を
ぜ
ひ
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
」

私
は
視
点
を
変
え
た
質
問
を

し
た
。

‐―
―
こ
れ
ら
の
文
書
は
公
文
書

で
す
か
？

「
い
や
、
公
文
書
で
は
な
い
で

す
ね
。
公
文
書
に
は
日
付
、
文

書
番
号
、
発
行
元
も
明
記
さ
れ

る
。
今
話
し
た
よ
う
に
、
サ
リ

ン
な
ど
毒
ガ
ス
の
製
造
と
研
究

は
自
衛
隊
内
部
で
も
極
秘
だ
っ

た
。
し
た
が
っ
て

（毒
ガ
ス
製

造
に
関
す
る
文
書
は
）
公
文
書

と
し
て
作
成
す
る
こ
と
な
ど
で

き
な
か
つ
た
と
思
い
ま
す
」

こ
の
あ
と
、
や
り
と
り
は
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
へ
の
対
応
に

及
ん
だ
。
そ
の
内
容
は
連
載
の

後
半
に
再
び
紹
介
し
よ
う
。

冒
頭
で
記
し
た
と
お
り
、
山

里
さ
ん
は
サ
リ
ン
製
造
の
事
実

は
認
め
た
も
の
の
、
「内
部
文

書
」
と
さ
れ
る
毒
ガ
ス
製
造
に

関
す
る
文
書
に
つ
い
て
は

「話

す
こ
と
を
差
し
控
え
る
」
と
し

て
最
後
ま
で
認
め
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
こ
れ
ら
の
文

書
の
鑑
定
を
専
門
家
に
依
頼
し

た
。　
一
連
の
文
書
に
あ
る
記
述

内
容
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
な

ら
、
サ
リ
ン
製
造
の
事
実
を
認

め
た
山
里
さ
ん
の
発
言
に
照
ら

し
、
元
自
衛
官
Ａ
さ
ん
の
言
う

「化
学
学
校
で
サ
リ
ン
な
ど
の

製
造
を
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

た
内
部
文
書
」
で
あ
る
蓋
然
性

は
高
く
な
る
。
　
　
（
つ
づ
く
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
な
い
写
真
／
筆
者

か
た
お
か
　
の
ぶ
ゆ
き
　
本
誌
編
集
部
。
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一
九
七
〇
年
代
に
陸
上
自
衛

隊
大
宮
駐
屯
地

（さ
い
た
ま
市

北
区
日
進
町
）
内
の
化
学
学
校

に
所
属
し
、
サ
リ
ン
な
ど
毒
ガ

ス
の
製
造
に
関
わ
っ
て
い
た
と

い
う
元
自
衛
官
Ａ
さ
ん
の
証
言

を
続
け
よ
う
。

毒
ガ
ス
で
実
習

「毒
ガ
ス
は

一
年
に
四
回
、
四

半
期
ご
と
に
製
造
し
て
い
ま
し

た
。　
一
回
作
っ
て
実
験
室
の
奥

に
あ
る
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お

く
の
で
す
が
、
実
験
で
使
用
す

る
た
び
に
少
し
ず
つ
減

っ
て
、

大
体
三
カ
月
ほ
ど
で
な
く
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
ま
た
次
の
も
の

を
作
る
の
で
す
。
教
育
部
が
使

用
す
る
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
を

一

日
に

一
リ
ッ
ト
ル
作

っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」

（五
月
二
四
日

号
）
で
山
里
さ
ん
は
、
毒
ガ
ス

製
造
量
に
つ
い
て

「わ
ず
か
数

グ
ラ
ム
」
と
述
べ
て
い
た
が
、

Ａ
さ
ん
の
一一言
つ
「
一
リ
ッ
ト
ル
」

（水
な
ら

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
と

で
は
相
当
の
乖
離
が
あ
る
。

教
育
部
と
い
う
の
は
化
学
学

校
の
内
部
組
織
の
一
つ
で
、
同

学
校
に
は
そ
の
ほ
か
企
画
室

・

総
務
部

・
研
究
部
の
一
室
三
部

が
あ
る
。
教
育
部
は
マ
ス
タ
ー

ド
ガ
ス
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す

る
の
か
。
Ａ
さ
ん
は
次
の
よ
う

な
場
面
を
描
写
し
て
く
れ
た
。

「教
育
部
に
は
全
国
の
陸
海
空

の
隊
員
や
幹
部
、
陸
曹
ら
が
教

助
教
が
参
加
者
を
前
に
実
演
す

る
の
で
す
。
ま
ず
、
米
軍
製
の

防
護
軟
膏
を
左
腕
の
手
の
甲
に

塗
り
、
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
の
液

体
を
ほ
ん
の
少
量

つ
け
ま
す
。

す
る
と
、
手
は
見
る
見
る
赤
く

腫
れ
上
が
っ
て
き
ま
す
。
防
護

軟
膏
を
塗
ら
な
い
と
、
ひ
ど
く

靡
爛
す
る
危
険
な
ガ
ス
で
あ
る

こ
と
を
説
明
す
る
実
習
で
す
ね
」

Ａ
さ
ん
は
実
習
を
し
た
当
時

の
助
教
の
名
前
を
記
憶
し
て
い

る
。
准
尉
だ

っ
た
助
教
は

「実

習
し
た
夜
は
家
で
寝
る
こ
ろ
に

手
が
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
に
腫
れ

て
し
ま

っ
て
た
ま
ら
な
い
よ
」

な
ど
と
こ
ぼ
し
て
い
た
と
い
２ヽ

廃
爛
性
の
毒
ガ
ス
で
あ
る
マ

ス
タ
ー
ド
ガ
ス
は
、
か
ら
し
臭

が
す
る
た
め
そ
の
名
が
つ
い
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
中
の

一
九

一

七
年
、
ド
イ
ツ
軍
が
ベ
ル
ギ
ー

西
部
の
イ
ー
プ
ル
で
毒
ガ
ス
弾

と
し
て
初
め
て
使
用
し
た
た
め
、

地
名
に
ち
な
み
イ
ペ
リ
ッ
ト
と

も
呼
ば
れ
る
。

一
二
年
後
の

一
九
二
九
年
、

日
本
陸
軍
が
瀬
戸
内
海
の
大
久

野
島
で
製
造
を
開
始
し
た
毒
ガ

ス
は
敗
戦
ま
で
に
計
六
六

一
六

ト
ン
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
七
割
近
く
四
四
七
二
ト
ン

が
こ
の
イ
ペ
リ
ッ
ト
と
、
さ
ら

に
凶
悪
な
靡
爛
性
ガ
ス

・
ル
イ

サ
イ
ト
の
混
合
剤
と
さ
れ
る
。

「
七

三

一
部

隊

」
と

の

噂

三
七
年
八
月
創
設
の
関
東
軍

化
学
部

（前
身
は
技
術
部
化
学

兵
器
班
）
は
満
州
を
拠
点
に
、

「き
い

（黄
）
剤
」
と
呼
ば
れ

た
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス

（イ
ペ
リ

ッ
ト
）
や
ル
イ
サ
イ
ト
な
ど
廉

爛
性

の
砲
弾
約
六
三
万
発
、

「あ
か

（赤
）

と
呼
ば
れ

た
く
し
ゃ
み

・
嘔
吐
性
の
砲
弾

約

一
二
五
万
発
を
は
じ
め
、
窒

息
性
ガ
ス
の

「あ
を

全
こ

剤
」、

催
涙
ガ
ス

（
Ｃ
Ｎ
ガ
ス
）
の

「
み
ど
り

（緑
）
剤
」
な
ど
を

生
産
。
日
中
戦
争
で
使
用
さ
れ

た
が
、
敗
戦
後
、
黒
竜
江
省
か

ら
広
東
省
に
至
る
広
い
範
囲
に

遺
棄
さ
れ
、
毒
ガ
ス
に
よ
る
死

亡
事
故
も
発
生
し
た
。
化
学
兵

器
禁
止
条
約
批
准

（九
五
年
）

日
本
政
府
は
二
〇
〇

〇
年
か
ら
中
国
各
地
に
残
る
遺

棄
化
学
兵
器
の
処
理
作
業
を
実

施
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
関
東
軍
化
学
部

は
通
称

「満
州
第
五

一
六
部
隊
」

と
い
い
、
後
述
す
る

「満
州
第

と
と
も
に
人
体

実
験
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
さ
ん
は
言
う
。

「当
時
、
高
さ
十
数
セ
ン
チ
の

ア
ン
プ
ル
に
入

っ
た
マ
ス
タ
ー

ド
ガ
ス
が

一
〇
〇
本
か
ら
二
〇

〇
本
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ

ど
言

っ
た
教
習
に
も
使

っ
て
い

ま
し
た
。
英
語
表
示
だ

っ
た
の

で
米
軍
製
だ
と
思

っ
た
の
で
す

が

一
部
隊
の
生
き
残
り

が
陸
自
内
に
い
る
と
い
う
噂
も

あ
り
、
戦
中
に
七
三

一
部
隊
が

作

っ
た
も
の
か
も
と
の
憶
測
も

あ
り
ま
し
た
」

部
隊
」
と
は
大
日
本

帝
国
陸
軍
の
研
究
機
関
の
一
つ

で
、
正
式
名
称
は
関
東
軍
防
疫

給
水
部
本
部
。
秘
匿
の
た
め
の

通
称
名
を

一
部

隊
」
と
言
っ
た
。
満
州
を
拠
点

に
細
菌
戦
に
使
用
す
る
生
物
兵

器
の
研
究

・
開
発
を
し
、
朝
鮮

人
、
中
国
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
な

ど
を

「
マ
ル
タ
」
と
称
し
て
残

虐
な
生
体
実
験
を
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
戦
後
、
米
軍
と
の

ヽ  ‐  
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可能性も浮上した。
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日
本
政
府
は
再
三
に
わ
た
り
毒
ガ
ス
製
造
を
否
定

取
引
に
よ
っ
て
研
究
成
果
を
引

き
渡
す
こ
と
を
条
件
に
、

一
部
隊
関
係
者
は
罪
に
問
わ
れ

な
か
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
そ
の

う
ち
何
人
か
は
戦
後
、
陸
上
自

衛
隊
衛
生
学
校
や
防
衛
大
学
校

な
ど
に

〃再
就
職
〃
し
て
い
る

た
め
、
Ａ
さ
ん
の
言
う

「噂
」

が
流
布
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
七
三

一
部
隊
が
研

究

・
開
発
し
て
い
た
の
は
細
菌

戦
で
使
用
す
る
生
物
兵
器
で
あ

り
、
化
学
兵
器
で
は
な
い
。
毒

Ａ
さ
ん
が

「米
軍
製
の

マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
か
も
し
れ
な

い
」
と
推
測
し
た
こ
と
だ
。
Ａ

さ
ん
の
説
明
を
続
け
よ
う
。

「わ
れ
わ
れ
は
、
液
体
保
存
の

た
め
の
容
器
を

『
ア
ン
プ
ル
』

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
、

ガ
ス
入
り
の
化
学
兵
器
を
生
産

し
て
い
た
の
は
前
述
の
五

一
六

部
隊
で
、
そ
の

〃生
き
残
り
〃

が
自
衛
隊
に
復
職
し
て
い
た
と

な
れ
ば
、
噂
は
現
実
味
を
持
つ
。

そ
れ
よ
り
も
私
が
注
目
し
た

週千」金曜日  2013531極秘とされていたo           l モ讐鬼三喜班通轟じそ
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そもそも日本政府は毒ガスにつ

ぃてどのような見解を示してきた

のか。

ぃゎゆる毒ガスについて日本の

国会で論戦に上がつたのは大きく

分けて次のような事件・事故、条

約批准などに絡んだ時期だ。

①沖縄の米軍・知花弾薬庫での毒

ガス漏洩事故 (1969年 7月 発生)お

ょび毒ガス使用禁止を定めたジユ

3信者5m厖 糞査

(73年 開始、2003年に結果発表)。

③地下鉄サリン事件 (95年 3月 )お

よび化学兵器禁上条約の批准 (同

年9月 )。

宮駅酬賜現鰤
や日本各地での旧軍の毒ガス弾な

ど発見。

このうち、①の時期に絞つて、毒

ガスをめぐる日本政府の発言内容

を紹介する。連載2回 目 (5月 24日

号)で山里洋介・元陸上幕僚監部

化学室長が「サリンの合成に成功

した」と証言した1964年の5、 6年

後だ。

まず、沖縄での毒ガス事故直後

の1969年 7月 24日 、第61回国会衆院

本会議での佐藤栄作総理大臣 (当

時)の答弁を抜粋する。

そ競府の基本的な態度は、去る7月 |

3日 、ジユネープの軍縮委員会にお

ける朝海代表の発言でおわかりの

とおり、この種の兵器使用の可能

性をなくすため、進んでその開発

及び製造を禁止し、すでに貯蔵さ

れているものをも破棄しなければ

ならないとするものであります)。

また、翌70年 の第63回 国会で愛

知揆―外務大臣 (当 時)も 、ジユ

ネーブ議定書批准 (同年5月 承認)

に向けての日本政府の姿勢につい

て、次のように答弁した。

1:葉 l襲昌看lFθ

=鷲

、

:亀

用だけではなくて、製造あるいは

貯蔵においてもこれを禁止するの

が理想であるという主張をいたし

ておるわけでございます〉=衆議院

予算委員会、70年2月 26日 。

こうした一連の発言が毒ガスは

「持たず、作らず、持ち込ませず」

という非核三原則と同様の日本政

府の見解となつてきたo

第63回 国会では、興味深いやり

とりがある。衆議院予算委員会で

の楢崎弥之助議員と中曽根康弘防

衛庁長官 (いずれも当時)との質

疑応答の中で、「サリン」が登場す

るのである。要旨を抜粋し、紹介

しよう。

楢崎 現在、自衛隊はBC(生
物・化学)兵器関係の催涙剤も含

めて、どういう種類のものをお持

ちか。

中曽根 自衛隊が持つているのは

催涙性のガスで、これは治安の場

合に使うという程度のものであり

ます。

楢崎 これ以外に置いているもの

はありませんか。

中曽根 それ以外にはありません。

楢崎 昨年、沖縄の米軍の基地で

問題になつた、例のGBサリン、こ

れを持つておるでしようo

中曽根 政府の答弁書にも書いて

ありますが、Gガ スは持つており

ません。

(そ の後、実験用、研究用ではど

うかなどと追及されると「浜日政

府委員」が答弁に立ち……)

浜田政府委員 実は、水に溶けま

した農薬あるいはそれに類するも

の、それに対する浄水装置の試験

でございまして、サリンを使つたも

のではございません。残念ながら、

サリンそのものを作り出すことは

現在の段階ではできないのであり

などと答えている。

「Gガス」とはジヤーマンガス (ド

イツのガス)のことで、「GB」 と

は米軍によるサリンのコードネー

ムである (連載2回 目参照)。

山里・元陸上幕僚監部化学室長

の証言どおり、陸上自衛隊化学学

校でサリンの合成に成功したのが

1964年 とすれば、ここに紹介した

国会での政府側答弁はすべて実態

を隠蔽した虚偽発言ということに

なる。かりに政府が自衛隊による

サリン製造の事実を知らなかつた

とすれば、シビリアンコントロール

(文民統制)を無視した自衛隊の暴

走ということにならないか。

こ
の
ア
ン
プ
ル
に
入
っ
た
マ
ス

タ
ー
ド
ガ
ス
が
あ
つ
た
の
で
す
。

幅

一
セ
ン
チ
、
高
さ
十
数
セ
ン

チ
の
ガ
ラ
ス
製
で
し
た
が
、
先

端
部
分
の
ガ
ラ
ス
を
溶
か
し
て
、

円
錐
状
に
加
工
し
て
あ
り
ま
し

た
。
先
端
の
下
部
に
切
れ
目
が

あ
っ
て
、
そ
こ
を
パ
キ
ン
と
折

っ
て
使
用
す
る
。
そ
の
先
端
の

加
工
が
す
べ
て
き
れ
い
に
整
え

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
現
在
で

は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
技

術
か
と
思
い
ま
す
が
、
当
時
は

違
い
ま
し
た
。
英
語
表
示
が
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
は
米

軍
製
の
テ
ス
ト
サ
ン
プ
ル
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
」

テ
ス
ト
サ
ン
プ
ル
と
は
、
砲

弾
に
詰
め
た
も
の
と
同
じ
毒
ガ

ス
の
液
体
の
状
態
を

（使
用
に

耐
え
る
状
態
を
保
っ
て
い
る
か
）

調
べ
る
た
め
に
サ
ン
プ
ル
と
し

て
保
管
し
て
お
く
も
の
だ
。

米
軍
か
ら
の
譲
渡
か

こ
こ
で
、
連
載
二
回
目

（五

月
二
四
日
号
）
で
記
述
し
た
沖

縄
で
の
毒
ガ
ス
漏
洩
事
故
に
つ

い
て
想
起
さ
れ
た
い
。

一
九
六
九
年
に
沖
縄
の
知
花

弾
薬
庫
で
毒
ガ
ス
漏
洩
事
故
を

起
こ
し
た
米
軍
は
沖
縄
で
の
サ

リ
ン
、
Ｖ
Ｘ
、
マ
ス
タ
ー
ド
ガ

ス
な
ど
の
貯
蔵
を
公
式
に
認

め
、
七

一
年
九
月
ま
で
に
三
種

の
毒
ガ
ス
計

一
万
三
〇
〇
〇
ト

ン
を
北
太
平
洋
の
米
国
領
ジ
ョ

ン
ス
ト
ン
島
に
移
送
し
た
、
と

さ
れ
る
。

私
は
ま
ず
、
こ
の
米
軍
製
マ

ス
タ
ー
ド
ガ
ス
が
自
衛
隊
に
密

か
に
譲
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
疑

っ
た
。
と
い
う
の
も
、

事
故
当
時
の
原
水
協

（原
水
爆

禁
止
日
本
協
議
会
）
な
ど
の
調

査
で
、
米
軍
貯
蔵
の
毒
ガ
ス
は

「全
部
で

一
六
種
、
五
万
ト
ン
近

く
」
と
発
表
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ

の
量
は
米
軍
発
表
の
四
倍
近
い
。

か

つ
て
催
涙
ガ
ス
の
Ｃ
Ｎ

（ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
エ
ノ
ン
）
に

つ
い
て
は
、　
一
九
七
〇
年
当
時

の
防
衛
庁
装
備
局
長
が
米
軍
か

ら
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る

よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
が
、

毒
ガ
ス
の
譲
渡
の
可
能
性
が
取

り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

Ａ
さ
ん
が

「英
語
表
記
の
ア

ン
プ
ル
」
を
見
た
の
は
七
五
年

以
降
だ
と
い
う
か
ら
、
日
米
両

国
と
も
に
毒
ガ
ス
の
使
用
禁
止

を
定
め
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書

を
批
准
済
み
だ

（日
本
は
七
〇

年
、
米
国
は
七
五
年
に
批
准
）
。

毒
ガ
ス
譲
渡
は
こ
の
国
際
条
約

の
精
神
に
反
す
る
も
の
だ
。

こ
の

「
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
の

ア
ン
プ
ル
」
に
つ
い
て
、
山
里

洋
介

・
元
陸
幕
化
学
室
長
に

「米
軍
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の

か
？
」
と
訊
く
と
、
次
の
よ
う

に
答
え
た
。

「そ
れ
は
訓
練
用
の
ア
ン
プ
ル

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
確
か
に
米

軍
製
の
も
の
が
残

っ
て
い
た
か

縫響鯰  「蝋
安げに見守る人たち。 (提供/時事)

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
警
察
予

備
隊
が
で
き
た
こ
ろ
に
米
軍
か

ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
思
う
」

朝
鮮
戦
争
勃
発

（
一
九
五
〇

年
六
月
）
を
背
景
に
、
同
年
八

月
に
設
置
さ
れ
た
武
装
組
織
が

警
察
予
備
隊
だ
。
二
年
後
に
保

安
隊
に
改
組
さ
れ
て
消
滅
し
た

が
、
そ
の
保
安
隊
が
現
在
の
陸

上
自
衛
隊
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
は

「訓
練

用
で
は
な
い
」
と
否
定
す
る
。

「確
か
に
試
臭
セ
ッ
ト
の
よ
う

な
訓
練
用
ア
ン
プ
ル
は
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
擬
剤

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
色
も
黒
で

し
た
。
や
は
り
英
語
表
記
で
米

軍
製
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
私

が
指
摘
し
た
ア
ン
プ
ル
は
そ
れ

と
は
別
物
な
の
で
す
。
な
ぜ
か

と
言
え
ば
、
訓
練
用
で
は
手
に

つ
け
て
も
腫
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
言

っ
た
よ
う

な
防
護
軟
膏
を
使

っ
た
教
習
に

は
使
用
で
き
な
い
の
で
す
」

か
り
に

「訓
練
用
」
と
し
て

も
、
米
軍
か
ら
毒
ガ
ス
譲
渡
が

あ

っ
た
の
は
ど
う
や
ら
事
実
の

よ
う
だ
。
た
だ
、
時
期
に
つ
い

て
は
沖
縄
で
の
毒
ガ
ス
漏
洩
事

故
よ
り
か
な
り
前
で
あ
る
。
す

で
に
五
〇
年
代
に
米
軍
か
ら
の

毒
ガ
ス
譲
渡
が
行
な
わ
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
六
四
年
の
サ
リ

ン
合
成
成
功
と
合
わ
せ
、
別
掲

の
政
府
答
弁
は
ま
っ
た
く
の
虚

偽
で
あ
り
、
国
際
社
会
を
も
欺

く

〃
二
枚
舌
〃
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
毒
ガ
ス
を
め
ぐ
る
日
米

の
間
は
想
像
以
上
に
深
い
。

「秘
」
文
書
の
鑑
定

「秘
　
サ
リ
ン
」
の
文
書
を
見

な
が
ら
、
Ａ
さ
ん
は
言
う
。

「私
は
化
学
学
校
の
装
備
研
究

科
に
五
年
間
い
ま
し
た
か
ら
、

年
に
四
回
、
少
な
く
と
も
計
二

〇
回
は
サ
リ
ン
な
ど
の
毒
ガ
ス

製
造
に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら

（の
内
部
文
書
）
は
当
時
の

資
料
な
の
で
、
ぜ
ひ
専
門
家
の

方
に
見
て
も
ら
つ
て
く
だ
さ
い
。

き
ち
ん
と
鑑
定
し
て
も
ら
え
ば
、

本
物
か
ど
う
か
は
っ
き
り
す
る

で
し
ょ
う
。
私
が
ど
ん
な
説
明

を
す
る
よ
り
、
そ
の
ほ
う
が
よ

っ
ぽ
ど
説
得
力
が
あ
り
ま
す
よ
」

連
載
第

一
回

（五
月

一
七
日

号
）
で
概
要
を
紹
介
し
た

「化

学
学
校
の
内
部
文
書
」
は
大
き

′
分ゝ
け
て
次
の
五
種
類
に
な
る
。

①
サ
リ
ン
、
Ｖ
Ｘ
な
ど
の
合
成

（製
造
）
方
法
を
段
階
別
に
記

し
た
文
書
。

②
「毒
ガ
ス
の
性
状
」
と
題
す

る

一
覧
表
に
な
っ
た
文
書
。

③
陸
上
自
衛
隊
の
専
用
用
紙

「起
案
用
紙
２
号
」
に
書
か
れ

た

「タ
ブ
ン
合
成
法
」。

④
化
学
学
校
長
に
提
出
さ
れ
た

と
さ
れ
る
研
究
員
に
よ
る
命
題

研
究

「Ｂ
Ｚ
の
合
成
」
報
上
呈
曰。

⑤
化
学
学
校
実
験
班
の
編
成
組

織
図
。

こ
の
つ
ち
、
①
の

「サ
リ
ン

の
合
成
法
」
と
さ
れ
る
文
書
に

つ
い
て
、
昭
和
大
学
の
黒
岩
幸

雄
名
誉
教
授

（八

一
歳
）
に
鑑

定
を
依
頼
し
た
。

黒
岩
名
誉
教
授

（当
時

・
同

大
学
教
授
）
は
、
松
本
サ
リ
ン

事
件

（
一
九
九
四
年
六
月
二
七

日
発
生
）
の
と
き
、
新
聞

・
テ

レ
ビ
に
数
多
く
登
場
し
、
「農

薬
で
サ
リ
ン
を
合
成
す
る
こ
と

は
不
可
能
」
な
ど
と
発
言
し
、

当
初
か
ら
河
野
義
行
さ
ん

（松

本
サ
リ
ン
事
件
の
第

一
通
報
者

で
被
害
者
で
あ
り
な
が
ら
、
容

疑
者
と
し
て
報
道
被
害
を
受
け

た
）
へ
の
疑
惑
を
否
定
し
た
数

少
な
い
化
学
者
の
一
人
だ
。

黒
岩
さ
ん
に
は

「サ
リ
ン
に

関
す
る
文
書
を
見
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
だ
け
告
げ
、
詳
し
い

説
明
は
せ
ず
に
お
会
い
し
た
。

「
サ
リ
ン
は
ね
、
プ
ア
マ
ン

ズ

・
ア
ト
ミ
ッ
ク
ボ
ン
ブ

（貧

者
の
原
子
爆
弾
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
ん
だ
よ
。
な
い
し
は
貧
者

の
核
兵
器
。
つ
ま
り
、
安
上
が

り
で
合
成
す
る
こ
と
が
可
能
な

大
量
殺
人
兵
器
だ
。
三
塩
化
リ

ン
と
メ
タ
ノ
ー
ル
を
出
発
原
料

と
し
て
、
あ
と
に
フ
ッ
素
が
必

要
に
な
る
」

東
京

・
旗
の
台
に
あ
る
昭
和

大
学
。
専
門
書
や
文
献
が
本
棚

に
並
ん
だ
研
究
室
の

一
室
で
、

黒
岩
さ
ん
は
穏
や
か
な
笑
み
を

浮
か
べ
て
そ
う
話
し
始
め
た
。

し
か
し
、
「秘
」
と
大
書
き

さ
れ
た
①
の

「サ
リ
ン
の
合
成

法
」
文
書
に
目
を
落
と
す
と
、

一
転
し
て
沈
黙
し
た
。

文
書
は

「
ア
」
か
ら
始
ま
り

「
オ
」
ま
で
の
五
段
階
で
、
い

ず
れ
も
最
初
に
化
学
式
が
並
べ

ら
れ
、そ
の
工
程
の
合
成
手
順
が

手
書
き
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

笑

み
が

消

え

て

…

…

素
人
が
読
ん
で
も
、
さ
っ
ぱ

り
わ
か
ら
な
い
。
か
り
に
元
素

記
号
や
化
学
式
を
専
門
書
と
首

っ
引
き
で
調
べ
上
げ
た
と
し
て

も
、
製
造
工
程
ら
し
き
記
述
の

内
容
に
つ
い
て
は
な
に
を
意
味

し
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
不
明

で
あ
る
。
そ
こ
に
記
述
さ
れ
て

い
る
の
は
、
文
献
上
の
言
葉
で

は
な
く
、
明
ら
か
に

「実
験
現

場
の
言
葉
」
だ
か
ら
だ
。

里
笙
右
さ
ん
が
こ
れ
を
解
説
す
る
。

「
こ
の
文
書
の
初
め
に
あ
る

「
ｏ
（∝と
い
う
の
が
三
塩
化
リ
ン

で
、
∞０
目
ｂ
目
は
メ
タ
ノ
ー
ル
。

つ
ま
り
こ
の
文
書
の
第

一
段
階

で
は
先
ほ
ど
言
っ
た
三
塩
化
リ

ン
と
メ
タ
ノ
ー
ル
を
出
発
原
料

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
反
応
中

に
は
塩
酸
が
出
ま
す
。
し
た
が

「これはサリンの

号曇せ劇
毒嘉責嬰藝ぢ内容を鑑定

1 腋

馨えき量曇≧鯉蛸|口遍
名誉教授=同大学研究室で。

週千」金曜日  2013531 (945号 )

毒
ガ
ス
は
「持
た
ず
、作
ら
ず

持ヽ
ち
込
ま
せ
ず
」
一九
七
０
年
当
時
の
日
本
政
府
の
見
解

自衛隊とサリン



スマートフオンで化学式を確認しな

がら「毒ガスの性状」と題された資料

文書を読む日本科学者会議のBさ ん。

っ
て
第

一
段
階
の
最
後
に

〈多

量
の
発
熱
　
国
ｏヽ
の
発
生
あ
り
、

注
意
を
要
す
る
〉
と
書
か
れ
て

い
ま
す
ね
。
国
ｔ
と
は
塩
酸
の

こ
と
で
す
」

黒
岩
さ
ん
に
は

「
ア
」
か
ら

「オ
」
ま
で
の
工
程
す
べ
て
を

説
明
し
て
も
ら
つ
た
が
、
詳
述

は
避
け
る
。

「塩
素
を
フ
ツ
素
に
入
れ
替
え

る
。
そ
の
反
応
が
な
い
と
サ
リ

ン
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
文

書
で
は
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
ね
」

顔
を
上
げ
た
黒
岩
さ
ん
の
口

元
か
ら
笑
み
は
消
え
て
い
た
。

「最
終
工
程
で
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ー

ル
基
と
フ
ッ
素
の
供
給
源
が
混

合
さ
れ
、
サ
リ
ン
が
合
成
さ
れ

ま
す
が
…
…
こ
れ
は
サ
リ
ン
の

合
成
法
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

〈オ
〉
の
記
述
中
、　
一
部
省
略
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
間
違
い
な
い
で
し
ょ
２ヽ

黒
岩
さ
ん
に
は
さ
ら
に

「
Ｖ

Ｘ
ガ
ス
」
の
合
成
法
文
書
な
ど

も
見
て
も
ら
つ
た
が
、
答
え
は

い
ず
れ
も
同
じ
だ
っ
た
。

「ど
こ
か
ら
出
た
文
書
か
知
ら

な
い
が
、
毒
ガ
ス
の
合
成
方
法

を
記
し
た
も
の
に
間
違
い
な
い

で
し
ょ
２ヽ

半
世
紀
以
上
こ
の

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
米

国
の
文
献
に
接
し
た
以
外
、
こ

の
よ
う
な
文
書
を
見
た
の
は
初

め
て
で
す
」

そ
し
て
、
黒
岩
さ
ん
は
付
け

加
え
た
。

「
こ
れ
は
あ
ま
り
詳
し
く
書
く

と
、
ま
ず
い
で
す
よ
」

黒
岩
さ
ん
は
現
在
、
サ
リ
ン

事
件
の
被
害
者
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「リ
カ
バ
リ
ー

・
サ

ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
」
（東
京

都
新
宿
区
、
理
事
長

・
木
世
昔

介
弁
護
士
）
の
副
理
事
長
を
務

め
る
。
設
立

一
一
年
を
迎
え
た

同
セ
ン
タ
ー
で
は
年

一
回
の
検

診
活
動
を
実
施
。
事
件
か
ら

一

人
年
経
っ
た
今
も
な
お
数
百
人

の
被
害
者
が
サ
リ
ン
の
後
遺
症

を
訴
え
て
い
る
と
い
う
。

米
軍
文
書
の
翻
訳
か
？

②
の

「毒
ガ
ス
の
性
状
」
と

題
す
る
資
料
文
書
に
つ
い
て

は
、
日
本
科
学
者
会
議
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
Ｂ
さ
ん
に
見
て
も

ら
つ
た
。
民
間
企
業
の
化
学
部

門
に
長
い
勤
務
経
験
が
あ
り
、

核
戦
略
問
題
に
関
心
が
あ
る
と

い
つヽ
Ｂ
さ
ん
に
は
、
東
京
都
内

で
お
会
い
し
た
。
「私
は
毒
ガ

ス
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
」
と
前
置
き
し
、
Ｂ
さ
ん
は

文
書
を
手
に
し
た
。
そ
し
て
、

一
読
す
る
な
９
、

」ヽゝ
２
一一口
つ
た
。

「
こ
れ
は
明
ら
か
に
軍
用
の
資

料
で
す
。
そ
れ
も
原
資
料
は
日

本
で
作
成
し
た
も
の
で
は
な
い

で
す
ね
。
翻
訳
と
思
わ
れ
ま
す
」

そ
の
理
由
と
し
て
Ｂ
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

「
ま
ず
、
温
度
の
表
記
が
℃

（摂
氏
）
で
な
く
、
Ｔ

（華
氏
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

通
常
、
摂
氏
を
使
い
ま
す
。
℃

の
表
記
で
な
い
と
温
度
設
定
の

際
に
い
ち
い
ち
換
算
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
使

え
な
い
か
ら
で
す
」

ま
た

「軍
用
の
資
料
」
で
あ

る
根
拠
と
し
て
、
Ｂ
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
一
つ
は

〈
安
定
度
〉
の
欄

に
、
金
測鉄
中
で
安
定
で
あ
る
〉

と
か

〈純
粋
な
ら
ば
安
定
で
あ

る
が
、
圧
力
貯
蔵
が
必
要
と
さ

れ
る
〉
〈重
合
す
る
傾
向
が
あ

り
、
時
々
爆
発
の
劇
し
さ
を
伴

う
〉
な
ど
と
い
っ
た
記
述
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
安
定
度
と
い
う

の
は
兵
器
と
し
て
貯
蔵
が
利
く

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
に
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。
使
用
す

る
前
に
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う

と
か
、
不
純
物
が
入
っ
て
い
る

と
分
解
し
て
し
ま
う
と
か
、
安

定
度
を
欠
く
と
兵
器
と
し
て
の

使
用
に
耐
え
な
い
も
の
に
な
る

か
ら
で
す
」

「決
定
的
な
の
は

〈制
式
〉
の

欄
で
す
。
企
慇弾
用
の
充
填
剤
〉

と
か

〈地
雷
、
ス
プ
レ
ー
タ
ン

ク
砲
弾
用
の
充
填
剤
〉
な
ど
の

記
述
が
あ
り
、
ま
た

〈戦
術
上

の
用
途
〉
と
い
う
欄
も
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
こ
れ
は
化
学
兵
器

と
し
て
使
用
す
る
毒
ガ
ス
製
造

の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
ね
」

さ
ら
に
Ｂ
さ
ん
は
言
つヽ
。

「こ
れ
は
通
常
で
は
手
に
入
ら

な
い
資
料
で
す
。
私
も
四
十
数

年
、
化
学
畑
に
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
資
料
は
初
め
て
見
ま

し
た
。
翻
訳
し
た
も
の
の
よ
う

で
す
か
ら
、
も
ろ
も
ろ
考
え
る

と
、
米
軍
が
作
成
し
た
可
能
性

が
非
常
に
高
い
」

こ
の

「毒
ガ
ス
の
性
状
」
文

書
に
つ
い
て
、
連
載
第

一
回
で

元
自
衛
官
の
Ａ
さ
ん
が
同
様
の

指
摘
を
し
て
い
た
こ
と
を
想
起

さ
れ
た
い
。
実
は
、
連
載
二
回

日
で
紹
介
し
た
山
里
さ
ん
も
、

こ
の
文
書
を

「米
軍
の
資
料
だ

と
思
う
」
と
認
め
て
い
た
の
だ
。

化
学
式
や
製
造
工
程
を
記
し

た
文
書
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上

の
説
明
は
不
要
だ
ろ
う
。
話
を

聞
い
た
二
人
は
、
こ
れ
が
陸
上

自
衛
隊
化
学
学
校
の
内
部
文
書

だ
と
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

二
人
が
見
た
文
書
に
は
そ
の
よ

う
な
記
述
は
な
い
か
ら
だ
。
し

か
し
、
立
場
も
経
験
も
異
な
る

二
人
の
専
門
家
が
、
①
と
②
の

文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
、元
自
衛
官
Ａ
さ
ん
の
証
言

ど
お
り
に
判
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
Ａ
さ
ん
に
伝
え

る
と
、
Ａ
さ
ん
は
言
っ
た
。

「当
然
で
す
。
私
自
身
が
製
造

に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

私
の
証
言
が
私
自
身
を
含
め
い

ろ
い
ろ
な
方
面
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
誰
か
が
話
さ
な
け
れ

ば
事
実
は
永
遠
に
葬
り
去
ら
れ

る
の
で
す
」
　
　
　
（
つ
づ
く
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
な
い
写
真
／
筆
者

か
た
お
か
　
の
ぶ
ゆ
き

，
本
誌
編
集
部
。
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不
の
電
話
が
入
っ
た

４８

陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校
が
東

京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
年

（
一
九

六
四
年
）
に
極
秘
に
サ
リ
ン
の

合
成
に
成
功
し
て
い
た
こ
と
は

連
載
第
二
回

（五
月
二
四
日
号
）

で
、
元
陸
自
化
学
学
校
長

・
山

里
洋
介
さ
ん
の
証
言
と
し
て
紹

介
し
た
。

山
里
さ
ん
は

「サ
リ
ン
製
造

は
防
護
が
目
的
」
と
言
う
が
、

で
あ
れ
ば
当
然
、
合
成
成
功
か

ら
三

一
年
後
に
起
き
た
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
当
時
は
そ
の
解
毒

方
法
や
解
毒
剤
な
ど
も
知
っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
は
、
元
自
衛
官
Ａ
さ
ん

の
証
言
か
ら
始
め
る
。

一
本
の
電
話

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

（
一
九

九
五
年
三
月
二
〇
日
）
が
発
生

す
る
数
力
月
前
、
陸
上
自
衛
隊

化
学
学
校
に
外
線
か
ら

一
本
の

電
話
が
入
っ
た
と
い
う
。

Ａ
さ
ん
は
言
う
。

「私
は
そ
の
場
に
お
ら
ず
、
あ

と
か
ら
上
司
に
聞
い
た
話
で
す
。

そ
れ
は

『サ
リ
ン
の
解
毒
法
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
』
あ
る
い

は

『解
毒
法
を
教
え
て
く
だ
さ

い
』
と
い
う
内
容
の
電
話
で
、

男
性
か
ら
だ
つ
た
そ
う
で
す
。

化
学
学
校
で
サ
リ
ン
が
製
造
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
自
衛
隊
内
部

で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な

の
で
、　
一
〇
人
ほ
ど
の
研
究
員

は
そ
の
電
話
に
騒
然
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
数
力
月
後
に

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
、

あ
の
電
話
は
オ
ウ
ム

（真
理
教

の
信
者
）
か
ら
だ
つ
た
と
再
び

騒
然
と
な
っ
た
の
で
す
」

Ａ
さ
ん
が
不
思
議
に
思
う
の

は
、
な
ぜ
外
部
か
ら
直
通
の
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
の
か
と
い

つヽ
点
だ
。
警
察
か
ら
の
可
能
性

も
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
き
ち
ん

と
名
を
名
乗
る
。
ま
し
て
、
外

線
か
ら
直
通
電
話
な
ど
し
て
こ

な
い
。

「装
備
研
究
科
に
は
第

一
か
ら

第
五
ま
で
の
実
験
室
が
あ
り
ま

す
が
、
当
時
、
人
が
常
駐
し
て

い
た
の
は
第

一
と
第
二
だ
け
。

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
は
そ

の
第

一
実
験
室
で
、
外
部
か
ら

直
接
電
話
が
入
る
こ
と
も
お
か

し
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
直

通
の
番
号
を
知
っ
て
い
る
こ
と

自
体
、
あ
り
え
な
い
話
な
の
で

す
」

不
可
解
な
電
話
が
あ
っ
た
こ

と
を
、
化
学
学
校
は
警
察
に
伝

え
た
の
か
ど
う
か
。
同
校
で
サ

リ
ン
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
こ

と
自
体
を
内
外
に
秘
し
て
い
た

の
で
、
は
た
し
て
事
前
に
外
部

機
関
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
ど
う
か
。
上
層
部
の
判

断
に
つ
い
て
Ａ
さ
ん
は
わ
か
ら

な
い
。
た
だ

「そ
の
と
き
伝
え

て
い
た
な
ら
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
の
と
き
、
解
毒
剤
の
パ
ム

を
し
か
る
べ
く
事
前
配
備
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
Ａ
さ
ん
は
話
す
。

「パ
ム
」
と
は
、
プ
ラ
リ
ド
キ

シ
ム
ョ
ウ
化
メ
チ
ル

（Ｐ
Ａ
Ｍ
）

の
こ
と
で
、
有
機
リ
ン
系
の
農

薬
中
毒
や
サ
リ
ン
な
ど
神
経
ガ

ス
の
解
毒
剤
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
自
衛
隊
で
は

一
九
七
〇
年

代
、
米
軍
が
開
発
し
た
液
体
ア

ン
プ
ル
を

「ど
の
く
ら
い
の
量

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、　
一
定
量

を
保
管
し
て
い
た
」
と
Ａ
さ
ん

は
一一言
つ
。

「軍
用
で
す
か
ら
、
素
人
で
も

簡
単
に
腕
に
注
射
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
打
つ
の
が

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
生
存
率
が

高
く
な
る
。
症
状
も
軽
減
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も

サ
リ
ン
に
は
パ
ム
が
効
く
と
い

う
情
報
を
、
自
衛
隊
は
事
件
前

に
警
察
に
伝
え
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
私
に
は
そ
こ
の
と
こ

ろ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
」

Ａ
さ
ん
の
証
言
が
事
実
だ
と

す
れ
ば
、
自
衛
隊
化
学
学
校
が

サ
リ
ン
を
製
造
し
、
そ
の
解
毒

方
法
に
つ
い
て
の
知
見
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
、
氏
名

一小
詳
の
男
は
こ
の
時
点

（広
く

見
て

一
九
九
四
年
六
月
末
か
ら

九
五
年
初
め
ま
で
）
で
察
知
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、

直
通
の
電
話
番
号
も
知

っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
内
部
情
報

の
提
供
者
の
存
在
が
疑
わ
れ
る

と
こ
ろ
だ
。

し
か
し
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
数
力
月
前
の

〃ヒ
ン
ト
〃
と

も
言
え
る
こ
の
電
話
が
オ
ウ
ム

真
理
教
信
者
か
ら
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
、
今
と
な

っ

て
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
オ

ウ
ム
事
件
の
裁
判
は

一
六
年
を

か
け
て
二
〇

一
一
年

一
二
月
に

い
っ
た
ん
終
結
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
Ａ
さ
ん
の
指
摘
し
た

解
毒
剤

「
パ
ム
」
に
つ
い
て
見

て
い
く
。
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:
上自衛隊だが、果たし

硼 剛 ∬ 鮒 齢   縄

下鉄サリン事件を検証する。

片岡 伸行

聖路加国際病院で保管さ

れているパム。「95年当時

と変わつていませんね」

と医師は話す。

そ
の
日
の
朝

パ
ム
と
言
え
ば
、
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
の
と
き
、
「
パ
ム
投

与
の
ぎ
り
ぎ
り
の
決
断
と
運
搬

リ
レ
ー
」
と
い
う
心
動
か
さ
れ

る
医
療
機
関
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
っ
た
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た

聖
路
加
国
際
病
院

（東
京
都
中

央
区
明
石
町
）
を
訪
ね
た
。

一
九
九
五
年
二
月
二
〇
日
午

前
八
時
ご
ろ
、
日
比
谷
線
、
丸

ノ
内
線
、
千
代
田
線
の
各
地
下

鉄
路
線
の
五
本
の
列
車
内
で
一

斉
に
サ
リ
ン
が
撒
か
れ
た
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
。
サ
リ
ン
の
入

っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

（
一
個
当
た

り
五
〇
〇
～
六
〇
〇
グ
ラ
ム
）

は
計

一
一
袋
あ
り
、
先
端
を
と

が
ら
せ
た
傘
で
突
き
刺
し
て
サ

リ
ン
を
流
出
、
気
化
さ
せ
た
。

一
五
の
駅
で
被
害
者
が
発
生

し
、　
三
二
人
が
死
亡
、
約
六
三

〇
〇
人
が
被
害
を
受
け
る
大
惨

事
と
な
っ
た
。
最
も
被
害
者
の

多
か
っ
た
の
が
日
比
谷
線
中
目

黒
行
き
列
車
で
、
三
袋
の
サ
リ

ン
が
撒
か
れ
、
死
亡
者
八
人
、

被
害
者
は
二
五
〇
〇
人
近
く
に

及
ん
だ
。

そ
の
日
の
朝
、
中
目
黒
行
き

列
車
が
上
ま
っ
た
日
比
谷
線
小

伝
馬
町
駅
か
ら
車
で
約

一
〇
分

の
と
こ
ろ
に
あ
る
聖
路
加
国
際

病
院

（日
野
原
重
明
院
長

・
当

時
）
に
、
消
防
か
ら
の
緊
急
連

絡
が
入
っ
た
。
「爆
発
事
故
が

起
き
た
ら
し
い
」
と
い
う

一
報

で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
運
ば

れ
て
き
た
患
者
に
は
火
傷
も
な

く
、
す
で
に
心
臓
が
停
止
し
て

い
た
人
も
い
た
。
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
て
も
な
ん
の
反
応
も

な
い
。
様
子
が
お
か
し
い
。

や
が
て
次
々
と
運
ば
れ
て
く

る
患
者
た
ち
。
病
院
ロ
ビ
ー
に

も
廊
下
に
も
患
者
が
横
た
わ

り
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
う
め
き
声

が
響
く
。
ま
さ
に
そ
れ
は
戦
場

を
思
わ
せ
る
光
景
だ
っ
た
。

事
件
当
日
、
日
野
原
院
長
か

ら
救
命
セ
ン
タ
ー
の
指
揮
官
に

抜
擢
さ
れ
た
当
時
三
五
歳
の
救

命
医

・
石
松
伸

一
さ
ん

（五
三

歳
）
は
振
り
返
る
。

「体
が
動
か
な
い
、
目
が
見
え
　
４９
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な
い
、
呼
吸
が
苦
し
い
と
訴
え

る
人
な
ど
で
病
院
内
は
ご

っ
た

返
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
息

を
つ
く
間
も
な
い
ほ
ど
の
対
応

に
追
わ
れ
た
。
当
日
、
聖
路
加

国
際
病
院
に
運
ば
れ
た
人
は
確

認
で
き
た
だ
け
で
六
四
〇
人
。

そ
の
う
ち
住
所
、
氏
名
が
わ
か

っ
て
い
る
の
は
六
二
七
人
で
す
。

筋
肉
の
麻
痺
で
呼
吸
が
止
ま
り

か
け
て
い
る
症
状
を
抑
え
よ
う

と
硫
酸
ア
ト
ロ
ピ
ン
を
点
滴
し

ま
し
た
が
、
改
善
し
な
い
。
患

者
に
は
共
通
の
症
状
が
あ
り
ま

し
た
。
縮

瞳

（瞳
孔
が
異
常
に

縮
む
こ
と
）
で
す
。
有
機
リ
ン

酸
系
の
農
薬
中
毒
に
似
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
」

農
薬
中
毒
の
際
に
投
与
す
る

解
毒
剤
パ
ム
の
こ
と
が
頭
に
浮

か
ん
だ
。
し
か
し
、
パ
ム
は
そ

を
届
け
て
ほ
し
い
」
と
連
絡
す

る
と
、
静
岡
、
横
浜
な
ど
の
倉

庫
に
あ
っ
た
パ
ム
約
二
三
〇
人

分
が
届
け
ら
れ
た
。
石
松
さ
ん

ら
は
そ
の
数
限
り
あ
る
パ
ム
を

次
々
と
被
害
者
に
投
与
し
て
い

っ
た
。
初
期
の
救
急
活
動
は

一

般
的
に
は
四
八
時
間
が
勝
負
と

言
わ
れ
る
が
、
サ
リ
ン
の
場
合

は
五
、
六
時
間
以
内
に
投
与
し

な
い
と
効
果
が
期
待
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
病
院
ス
タ
ッ

フ
約

一
二
〇
〇
人
に
よ
る
必
死

の
救
命
作
業
は
夜
通
し
続
け
ら

れ
た
。

災
害
派
遣
要
請
と
除
染

石
松
さ
ん
が
究
極
の
決
断
を

迫
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
自
衛
隊

は
大
混
乱
の
中
で
出
動
準
備
に

追
わ
れ
て
い
た
。

当
時
、
市
ヶ
谷
駐
屯
地

（現

在
は
防
衛
省
）
に
あ
っ
た
第
三

二
普
通
科
連
隊
で
は
事
件
発
生

後
、
「毒
物
探
知
と
そ
の
除
去
」

れ
自
体
が
毒
性
を
も

つ
薬
剤

で
、
原
因
が
特
定
で
き
な
い
中

で
投
与
す
る
の
は
危
険
す
ぎ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
松
本
サ
リ
ン
事

件
で
被
害
者
の
治
療
を
し
た
信

州
大
学
付
属
病
院
の
医
師
か
ら

聖
路
加
国
際
病
院
に
電
話
が
入

り
、
「
サ
リ
ン
の
症
状
に
似
て

い
る
」
と
知
ら
せ
て
き
た
と
い

う
。
し
か
し
石
松
さ
ん
は

「私

は
そ
の
電
話
も
フ
ァ
ク
ス
も
直

接
に
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
別

の
者
が
受
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
松

本
サ
リ
ン
事
件
の
こ
と
は
私
の

頭
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
話
す
。

つ
ま
り
、
石
松
さ
ん
は
こ
の

段
階
で

「縮
瞳
」
な
ど
の
症
状

と
サ
リ
ン
を
結
び
つ
け
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

の
命
を
受
け
、
急
き
ょ

「除
染

隊
」
が
編
成
さ
れ
た
。

事
件
発
生
か
ら
除
染
任
務
完

了
ま
で
の
経
緯
は
当
時
第
三
二

普
通
科
連
隊
長
だ
っ
た
福
山
隆

さ
ん
の
著
書

（「
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
」
戦
記
　
出
動
自
衛
隊

指
揮
官
の
戦
闘
記
録
』
二
〇
〇

九
年
、
光
入
社
刊
）
に
詳
し
い
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
か
ら

自
衛
隊
に

「災
害
派
遣
要
請
」

が
出
た
の
は
同
日
午
後
零
時
五

〇
分
ご
ろ
。
そ
れ
に
基
づ
き
、

親
部
隊
の
第

一
師
団
か
ら
第
二

二
普
通
科
連
隊
に

「災
害
派
遣

命
令
」
が
発
令
さ
れ
た
の
は
同

日
午
後
零
時
五
七
分
。
そ
し
て
、

市
ヶ
谷
の
営
庭
で
除
染
隊
の

「編
成
完
結
式
」
（い
わ
ゆ
る
出

陣
式
）
が
行
な
わ
れ
た
の
は
午

後
二
時
四
〇
分
ご
ろ
で
あ

っ

た
。営

庭
に
整
列
し
た
隊
員
た
ち

に
福
山
連
隊
長
は
訓
示
し
た
。

「
い
よ
い
よ
三
二
連
隊
が
、
国

ち
な
み
に
、
聖
路
加
国
際
病

院
で
の
関
係
者

の
奮
闘
は
後

年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組

「プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ

～
挑
戦
者
た
ち
」
第

一
六
四
回

で
、
「地
下
鉄
サ
リ
ン

救
急
医

療
チ
ー
ム
最
後
の
決
断
」
含
一

〇
〇
五
年
二
月
八
日
放
映
）
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ

の
放
映
内
容
と
、
こ
こ
で
紹
介

す
る
記
述
内
容
は
や
や
異
な

る
。
以
下
の

「自
衛
隊
中
央
病

院
か
ら
来
た
医
師
」
に
つ
い
て

は
、
前
記
の
番
組
に
お
い
て
は

ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

「
バ

ム

を

使

う

と

い

い

」

午
前

一
〇
時
半
ご
ろ
だ

っ

た
、
と
石
松
さ
ん
は
記
憶
し
て

い
る
。　
一
人
の
医
師
が
事
前
の

連
絡
も
な
く
突
然
、
聖
路
加
国

際
病
院
に
や
っ
て
来
た
。

「自
衛
隊
中
央
病
院
か
ら
来
た

と
い
う
医
師
が
看
護
師

一
人
を

連
れ
立

っ
て
突
然
現
れ
た
の
で

す
。
初
対
面
で
し
た
。
そ
の
医

師
は

『手
伝

い
に
来
ま
し
た
』

と
言
う
の
で
す
が
、
事
件
の
真

っ
た
だ
中
で
、
自
分
の
と
こ
ろ

の
病
院
で
も
大
変
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
お
か

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

医
師
は
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校

で
講
義
を
受
け
た
と
き
に
使

っ

た
と
い
う
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を

コ
ピ
ー
し
て
持

っ
て
き
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
化
学
兵
器
の

治
療
法
に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
、

医
師
は
そ
の
コ
ピ
ー
を
見
せ
て

『サ
リ
ン
だ
と
す
れ
ば
パ
ム
を
使

う
と
い
い
』
と
言
っ
た
の
で
す
」

そ
れ
を
聞

い
た
他

の
医
師

が
、
患
者
た
ち
の
症
状
に
照
ら

し

「
パ
ム
を
使
い
ま
し
ょ
う
」

と
石
松
さ
ん
に
迫
る
。
苦
し
む

患
者
た
ち
が
集
中
治
療
室
だ
け

で
な
く
病
院
の
ロ
ビ
ー
や
廊
下

を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
。
し
か

し
、
パ
ム
を
投
与
し
て
患
者
が

死
ん
で
し
ま
っ
て
は
…
…
。
石

松
さ
ん
は
究
極
の
決
断
を
迫
ら

れ
る
。

結
局
、
石
松
さ
ん
は
午
前
中

に
パ
ム
投
与
を
決
断
。
集
中
治

療
室
に
い
た
重
症
患
者
八
人
に

注
射
す
る
と
、
三
〇
分
ほ
ど
し

て
効
果
が
表
れ
た
。
心
臓
が
止

ま
る
前
兆
で
あ
る
痙
攣
が
収
ま

っ
て
い
っ
た
の
だ
。
し
か
し
薬

剤
部
に
パ
ム
の
在
庫
を
確
認
す

る
と
、
在
庫
は
二
〇
本
ほ
ど
し

か
な
か
っ
た
。
薬
剤
部
長
が
薬

問
屋
に

「あ
り
っ
た
け
の
パ
ム

サリン

当時の報道資料などをもとに筆者作

"
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自衛隊に

第    に

民
に
役
立
つ
時
が
来
た
。
ご
承

知
の
通
り
、
都
内
の
地
下
鉄
駅

構
内
に
お
い
て
、
毒
ガ
ス

『サ

リ
ン
』
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
事

件
が
発
生
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の

任
務
と
し
て
は
、
そ
の
除
染
に

向
か
う
」
（同
書
よ
り
）

や
が
て
車
両
前
部
バ
ン
パ
ー

に

「災
害
派
遣
」
の
プ
レ
ー
ト

が
掲
げ
ら
れ
た
暗
緑
色
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
駐
屯
地
正
門
か
ら

続
々
と
除
染
現
場
に
向
か

っ

た
。
地
下
鉄
日
比
谷
線
築
地
駅

に
向
か
う
除
染
隊
の
車
列
は
警

視
庁
の
庁
舎
の
見
え
る
内
堀
通

り
を
パ
ト
カ
ー
の
誘
導
で
走
行

し
、
築
地
駅
に
到
着
し
た
の
は

午
後
三
時
ご
ろ
。
そ
れ
か
ら
約

一
時
間
遅
れ
で
化
学
防
護
隊
が

現
場
に
到
着
し
、
同
日
夕
か
ら

駅
構
内
と
車
両
の
除
染
に
取
り

掛
か
る
。
す
べ
て
の
部
隊
が
市

ヶ
谷
駐
屯
地
に
戻
り
、
除
染
の

任
務
が
完
了
し
た
の
は
日
付
の

変
わ
っ
た
翌
二
一
日
未
明
だ
っ

た
と
い
う
。

同
書
に
あ
る
と
お
り
、
自
衛

隊
は
原
則
と
し
て
都
道
府
県
知

事
か
ら
の

「災
害
派
遣
要
請
」

を
受
け
な
け
れ
ば
、
防
衛
大
臣

（当
時
は
防
衛
庁
長
官
）
の
命
に

よ
り
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な

い

（自
衛
隊
法
第
八
三
条
）
。

緊
急
の
場
合
は

「自
主
派
遣
」

が
で
き
る

（同
人
三
条
２
項
の

但
し
書
き
）
が
、
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
時
の
自
衛
隊
の
行
動
は

「自
主
派
遣
」
と
は
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
。

そ
れ
で
は
、
東
京
都
知
事
か

ら
の

「災
害
派
遣
要
請
」
が
出

る
二
時
間
半
近
く
前
に
聖
路
加

国
際
病
院
に
突
然
現
れ
た
自
衛

隊
中
央
病
院
の
医
師
の
行
動
は

ど
う
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

科
捜
研
よ
り
早
く

自
衛
隊
中
央
病
院
と
陸
上
自

衛
隊
衛
生
学
校
は
と
も
に
、
東

京
都
世
田
谷
区
の
自
衛
隊
三
宿

駐
屯
地
内
に
あ
る
。
最
寄
り
駅

は
東
急
田
園
都
市
線
池
尻
大
橋

駅
で
、
自
衛
隊
中
央
病
院
は
そ

こ
か
ら
徒
歩
で
約

一
五
分
か
か

る
。
さ
ら
に
池
尻
大
橋
駅
か
ら

聖
路
加
国
際
病
院
の
あ
る
日
比

谷
線
築
地
駅
ま
で
は
銀
座
線
あ

る
い
は
千
代
田
線
で
乗
り
換
え

て
三
〇
分
ほ
ど
だ
が
、
事
件
当

日
は
地
下
鉄
が
混
乱
し
て
い
た

た
め

（
一
時
は
走
行
停
止
）
、

こ
の
医
師
は
車
で
移
動
し
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
日
午

前
は
現
場
近
辺
の
主
要
道
路
は

か
な
り
混
雑
し
て
い
た
。
「午

前

一
〇
時
半
ご
ろ
」
に
中
央
区

明
石
町
の
聖
路
加
国
際
病
院
に

着
く
に
は
、
お
そ
ら
く
午
前
九

時
半
前
後
に
は
自
衛
隊
中
央
病

院
を
出
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ

つゝ
。

こ
こ
で
疑
間
が
生
じ
る
。

当
日
、
日
比
谷
線
の
車
両
か

ら
採
取
さ
れ
た
液
体
の

一
部
は

警
視
庁
科
学
捜
査
研
究
所

（東

京

・
霞
が
関
）
に
持
ち
込
ま
れ

た
。
同
研
究
所
第
二
化
学
科
長

が
こ
の
物
質
を

「
サ
リ
ン
」
だ

と
判
定
し
た
の
は
事
件
発
生
か

ら
約
二
時
間
後
だ
。
そ
の
後
、

捜
査

一
課
長
に
よ
る
緊
急
会
見

を
通
じ
て
午
前

一
一
時
の
ニ
ュ

ー
ス
で
そ
の
情
報
が
広
く
伝
わ

る
こ
と
に
な
る
。

「午
前

一
〇
時
半
ご
ろ
」
に
聖

路
加
国
際
病
院
に
突
然
訪
れ
た

と
い
う
医
師
と
看
護
師
は
、
科

捜
研
の
鑑
定
よ
り
も

一
時
間
以

上
も
早
く
地
下
鉄
車
両
に
撤
か

れ
た
の
が
サ
リ
ン
だ
と
推
定
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
素
人
が

推
定
す
る
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
。

し
か
し
、
現
役
の
医
師
が

『サ

リ
ン
だ
と
す
れ
ば
パ
ム
を
使
う

と
い
い
』
な
ど
と
、
投
与
量
に

よ
っ
て
は
命
を
危
う
く
す
る
危

聖路加国師 に

最初の患者が運ばれる

師 に申 癬

猾 鯰 こ懃
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曹麟 l観鯰 熙 え
めここから医官らが派遣されたという。

鏑路炒讐閂蹴尚
る

険
な
薬
剤
で
あ
る
パ
ム
の
使
用

を
促
し
た
の
で
あ
る
。

自
衛
隊
中
央
病
院
の
医
師
と

看
護
師
は
い
ず
れ
も
自
衛
官

だ
。
医
官
、
看
護
官
と
呼
ば
れ

る
。
自
ら
の
意
思
で
行
動
で
き

る
立
場
に
は
な
い
。
し
た
が
つ

て
、
二
人
が
聖
路
加
国
際
病
院

に
向
か
ユヽ
則
、
撒
か
れ
た
の
が

サ
リ
ン
で
あ
る
こ
と
を
事
前
に

知
ら
さ
れ
、
上
部
か
ら
の
指

示

・
命
令
に
よ
っ
て
動
い
た
と

い
つヽ
」ゝ
と
に
な
る
。

一
報
前
に
出
動
待
機

実
は
、
自
衛
隊
は
、
警
視
庁

か
ら
防
衛
庁
に

「毒
ガ
ス
ら
し

き
も
の
が
撒
か
れ
た
」
と
の
一

報
が
入
る

一
五
分
前
に
、
す
で

に
自
衛
隊
中
央
病
院
に
出
動
待

機
の
連
絡
を
出
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇

一
年

四
月

一
七
日
付

『国
際
保
健
通

信
』
に
当
時
の
防
衛
大
学
校
生

だ
っ
た
Ｍ
さ
ん
が

「医
療
の
危

機
管
理
０
災
害
医
療
に
お
け
る

機
動
性
」
と
題
し
て
リ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は

「出

動
待
機
命
令
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
防
衛
省
に
確
認
す
る
と
、

「命
令
と
い
う
形
で
は
出
て
い

な
い
」
（内
局
報
道
室
）
と
い

う
の
で
、
こ
こ
で
は

「出
動
待

機
の
連
絡
」
と
す
る
。

５０
ペ
ー
ジ
の

〈表
〉
に
あ
る

よ
う
に
、
警
視
庁
か
ら
防
衛
庁

へ
の
事
件

一
報
が
同
日
午
前
八

時
五
〇
分
、
自
衛
隊
中
央
病
院

に
出
動
待
機
の
連
絡
が
あ
つ
た

の
は
そ
れ
よ
り

一
五
分
前
の
同

八
時
三
五
分
ご
ろ
だ
っ
た
。
日

比
谷
線
八
丁
堀
駅
か
ら
警
視
庁

に
第

一
報
が
入
っ
た
の
が
同
八

時

一
七
分
だ
か
ら
、
中
央
病
院

の
医
師
ら
に
出
動
待
機
の
連
絡

が
行
っ
た
の
は
そ
の
わ
ず
か

一

人
分
後
。
聖
路
加
国
際
病
院
に

最
初
の
被
害
者
が
運
ば
れ
る
五

分
前
の
こ
と
だ
。

当
然
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で

は
ま
だ
、
撒
か
れ
た
の
が
サ
リ

ン
で
あ
る
こ
と
は
判
明
し
て
い

な
い
。
も
ち
ろ
ん
犯
人
も
わ
か

っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
出
動
待
機
の
連
絡
か
ら
三
〇

分
後
の
午
前
九
時
二
〇
分
、
警

視
庁
か
ら
の
要
請
を
受
け
る

と
、
原
因
物
質
が
サ
リ
ン
だ
と

判
定
さ
れ
る
前
に
資
料
コ
ピ
ー

を
用
意
し
、
医
師
ら
は
中
央
病

院
を
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
経
緯
を
見
れ
ば
、
自

衛
隊
は
警
視
庁
か
ら
事
件
の
一

報
が
入
る
前
に
原
因
物
質
が
サ

リ
ン
で
あ
る
と
ほ
ぼ
断
定
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、

こ
の
日
の
サ
リ
ン
散
布
自
体
を

事
前
に
知
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
間
が
生
じ
る
。

事
件
後
に
称
賛
さ
れ
た
除
染
活

動
も
、
こ
う
し
た
解
毒
剤
を
め

ぐ
る
経
緯
を
見
る
と
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
色
合
い
を
帯
び

て
こ
な
い
か
。

解
毒
剤
の
提
供
も
な
し

前
述
の
医
師
と
は
別
に
、
自

衛
隊
や
警
察
か
ら
聖
路
加
国
際

病
院
に
対
し
て
原
因
物
質

（サ

リ
ン
）
や
そ
の
解
毒
剤

（パ
ム
）

に
つ
い
て
の
正
式
な
情
報
提
供

は
な
か
っ
た
と
い
つヽ
。

石
松
さ
ん
は
語
る
。

「も
し
サ
リ
ン
が
原
因
だ
と
早

く
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
わ
れ
わ

れ
の
対
応
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
リ
ン
だ
と
わ
か
ら
な
か
っ
た

た
め
に
、
当
初
、
救
出
に
当
た

っ
た
救
急
隊
員
や
病
院
ス
タ
ッ

フ
に
軽
傷
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

多
数
の
二
次
災
害
被
害
者
を
出

す

」ゝと
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
捜
査
上
の
秘
密
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
医
師
の
立
場
か
ら

言
え
ば
、
多
く
の
人
の
命
が
か

か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
真
っ

先
に
被
害
者
の
い
る
病
院
に
原

因
物
質
や
パ
ム
が
効
く
と
い
う

情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

ま
た
、
か
り
に
自
衛
隊
が
パ
ム

な
ど
の
解
毒
剤
を
持
っ
て
い
る

の
な
ら
、
そ
れ
を
緊
急
に
提

供

・
放
出
し
て
ほ
し
か
っ
た
」

最
も
被
害
者
数
が
多
か
っ
た

聖
路
加
国
際
病
院
に
解
毒
剤
は

「支
給
さ
れ
て
い
な
い
」
（石
松

さ
ん
）
と
い
う
。

石
松
さ
ん
は
現
在
、
聖
路
加

国
際
病
院
の
副
院
長
を
務
め

る
。
あ
れ
か
ら

一
人
年
経
つ
た

今
で
も

「三
月
近
く
な
る
と
事

件
の
こ
と
を
思
い
出
す
」。

石
松
さ
ん
は
前
号

（五
月
三

一
日
号
）
で
紹
介
し
た
黒
岩
幸

雄

。
昭
和
大
学
名
誉
教
授
と
と

も
に
、
サ
リ
ン
事
件
の
被
害
者

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「リ

カ
バ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン

タ
ー
」
の
活
動
に
携
わ
り
、
理

事
と
し
て
年

一
回
の
検
診
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
。

な
お
、
自
衛
隊
中
央
病
院
に

よ
る
事
件
当
日
の
医
療
支
援
の

実
態
に
つ
い
て
聞
く
た
め
に
、

当
時
の
病
院
長
で
あ
る
奥
森
雅

直

・
元
陸
将
補
を
神
奈
川
県
内

の
自
宅
に
訪
ね
た
が
、
「体
調

が
す
ぐ
れ
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
話
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

オ
ウ
ム
と
同
じ
く
サ
リ
ン
を

製
造
し
て
い
た
自
衛
隊
の

「防

護
」
に
は
不
可
解
な
点
が
な
い

だ
ろ
う
か
。
陸
上
幕
僚
監
部
化

学
室
長
と
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
を
指
揮
し
た
山
里
洋
介
さ

ん
に
再
び
話
を
聞
い
た
。

６

づ
く
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
な
い
写
真
／
筆
者

か
た
お
か
　
の
ぶ
ゆ
き

・
本
誌
編
集
部
。
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サ
リ
ン
で
は
な
い
が
、
オ
ウ

ム
真
理
教

（教
団
と
も
言
う
）

に
よ
る
毒
ガ
ス
攻
撃
で
生
死
を

さ
ま
よ
っ
た
人
が
い
る
。
オ
ウ

ム
信
者
と
な

っ
た
長
男
を
取
り

戻
す
た
め
に

「オ
ウ
ム
真
理
教

被
害
者
の
会
宍
当
時
）
の
会
長
と

な
り
活
動
し
て
い
た
永
岡
弘
行

さ
ん

（当
時
五
六
歳
）
だ
。

サ
リ
ン
防
護
は
で
き

な
か
っ
た
の
か

力
月
前
、　
一
九
九
五
年

一
月
四

日
午
前

一
〇
時
ご
ろ
、
東
京
都

内
の
自
宅
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト

に
年
賀
状
を
投
函
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
元
自
衛
官
の
オ
ウ

ム
信
者
ら
に

（の
ち
に
判
明
す

る
）
Ｖ
Ｘ
ガ
ス
溶
液
を
後
頭
部

に
か
け
ら
れ
た
。
永
岡
さ
ん
の

記
憶
は
そ
こ
で
途
切
れ
、
運
ば

れ
た
病
院
の
集
中
治
療
室
で
二

度
心
肺
停
止
し
た
が
、
奇
跡
的

に
危
機
を
脱
し
て
蘇
生
す
る
。

Ｖ
Ｘ
は
サ
リ
ン
よ
り
も
毒
性

が
強
い
と
さ
れ
、
皮
膚
か
ら
も

容
易
に
入
る
猛
毒
で
あ
る
。

永
岡
さ
ん
は
現
在
、
七
五
歳
。

「
オ
ウ
ム
真
理
教
家
族

の
会
」

の
会
長
を
務
め
る
。
東
京
都
内

で
お
会
い
す
る
と
、
永
岡
さ
ん

は
酸
素
ボ
ン
ベ
入
り
の
移
動
式

バ
ッ
グ
を
手
に
引
い
て
現
れ
た
。

「医
者
は
肺
炎
だ
と
言
う
の
で

す
が
ね
」

硼螺
『
鷲
鵡ば
れ
唯【”力編

て
い
る
当
時
の
映
像
）

地
下
鉄
サ
1リ

ン

尋
の
約

:「   ポ
]

下鉄サリン事件ではその目的が生かせたのか。

前回に続き、サリン事件を検証する。

翡

片岡 伸行 毒ガス「サリン」を使用した世

界で初めての無差別テロ事件であ

るオウム真理教による松本サリン

誹:∫り罪i観雷尭首製
しかし、ォウム教団はこのサリン

を、それまでも何度か使用 してい

た。

創価学会の池田大作名誉会長の |

自宅付近でサリンを噴霧しようと

して失敗に終わつたのが1993年 11

il鰐 留 ;ち写翌彊魯l繕襲

を図るが、サリンが噴霧器から逆

流したため再び失敗に終わる。このとき、翌年6月に発生した松
::」仄蛛 襲
鼈 J楊蘇な[
し
1甚J重建 築

今
]:[i書量[著]li[::

ンだけではない。

ォウム幹部による坂本堤弁護士

菖][][il:言:」fi;l

i讐垂[輯1疑言會格
の毒ガス「ホスゲン」を噴霧され、

警景警l:i[『き意i「[[暑

見
学31象Ъはまた、サリン以上

に猛毒と言われる神経ガス「VX」

も
輩ζl∫」λttξぜ雪鴇F‖£牌

1月li量豪f::`j「 71彗磐:電「1
ぃた永岡弘行さん殺人未遂事件

(199チ「 1月 4日 )な どでは、VXの使

遂事件 (95年 4月 30日 、5月 3日 、5

月5日 )を起こしている。

永
岡
さ
ん
は
や
や
苦
し
そ
う

に
息
を
吐
く
。
そ
し
て
、
吸
う
。

私
は
、　
一
人
年
前
の
Ｖ
Ｘ
の
影

響
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。

駅
近
く
の
喫
茶
店
で

一
連
の

「自
衛
隊
の
サ
リ
ン
製
造
」
に

つ
い
て
説
明
す
る
と
、
永
岡
さ

ん
は
言
葉
を
途
切
れ
さ
せ
な
が

ら
こ
つヽ
語

っ
た
。

「自
衛
隊
が
サ
リ
ン
を
製
造
し

て
い
た
な
ん
て
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。
ま
っ
た
く
の
驚
き
で
す
」

「か
つ
て
オ
ウ
ム
幹
部
が
私
た

ち
に

『あ
な
た
た
ち
の
手
の
届

か
な
い
人
と
私
た
ち
は
話
し
て

い
る
』
と
言

っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
当
時
か
ら
わ
れ
わ
れ
が

想
像
で
き
な
い
よ
う
な
大
き
な

背
景
が
オ
ウ
ム
事
件
に
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
話
に
も
そ
れ
を

感
じ
ま
す
」

「防
護
目
的
と
い
う
の
な
ら
、

ま
ず
は
国
民
を
守

っ
て
ほ
し
か

っ
た
。
私
を
含
め
て
多
く
の
人

が
毒
ガ
ス
の
被
害
を
受
け
、
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
」

只
オ
ウ
ム
が
）
サ
リ
ン
を
作

っ

て
い
た
こ
と
を
事
前
に
知

っ
て

い
た
な
ら
、
し
か
も
、
自
分
た

ち

（自
衛
隊
）
も
サ
リ
ン
を
作

っ
て
い
た
な
ら
、
な
ぜ
サ
リ
ン

を
撒
か
せ
な
い
よ
う
に
防
護
で

き
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
こ
と
が
本
当
に
悔
や
ま
れ

ま
す
」

は
化
学
室
長
で
し
た
ね
。

「そ
う
で
す
。
事
件
に
関
す
る

警
察
庁

へ
の
捜
査
協
力
と
自
衛

隊
化
学
部
隊
等
の
部
隊
運
営
は

す
べ
て
私
の
指
示
で
し
た
」

―
―
テ
レ
ビ
で
毒
ガ
ス
製
造
を

「公
に
し
た
」
と
い
つヽ
の
は
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
？

「自
衛
隊
と
オ
ウ
ム
と
の
関
係

を
否
定
す
る
た
め
で
す
。
そ
の

年

（九
五
年
）
に
日
本
が
批
准

し
た
化
学
兵
器
禁
止
条
約
と
の

か
ら
み
も
あ

っ
て
ね
」

―
―
九
五
年
九
月
に
批
准
し
た

国
際
条
約
で
す
ね
。
「
オ
ウ
ム

と
の
関
係
」
と
い
う
の
は
？

「当
時
、
サ
リ
ン
の
製
造
を
め

ぐ
り
、　
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
が
オ

ウ
ム
と
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
が
関
係
あ

る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
報
じ

て
い
ま
し
た
か
ら
」

―
―
オ
ウ
ム
信
者
に
は
現
役
の

自
衛
官
が
何
人
も
い
ま
し
た
か

ら
ね
。
し
か
し
、
毒
ガ
ス
製
造

発
言
に
は
か
な
り
の
決
意
が
必

要
だ

っ
た
の
で
は
？

「そ
う
で
す
ね
。
自
分
は
ク
ビ

を
覚
悟
で

『自
衛
隊
は
防
護
の

研
究
の
た
め
に
少
量
の
サ
リ
ン

を
作

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
作
り
方
は
オ
ウ
ム
の
そ
れ

と
は
違
い
ま
す
』
と
言

っ
た
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
防
衛
庁

（当

時
）
の
了
解
は
取
り
ま
し
た
。

オ
ウ
ム
と
の
関
係

否
定
の
た
め
に

こ
こ
で
陸
上
幕
僚
監
部
化
学

室
長
と
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
を
指
揮
し
た
山
里
洋
介
さ
ん

に
再
び
登
場
し
て
も
ら
う
。

以
下
は
私

（筆
者
）
と
の
や

り
と
り
で
あ
る
が
、
一則
回
同
様
、

カ
ギ
カ
ッ
コ
内
が
山
里
さ
ん
の

発
言
で
あ
る
。

―
―
ま
ず
、
毒
ガ
ス
製
造
に
関

わ
る
政
府
の
公
式
見
解
に
つ
い

て
で
す
が
。

「政
府
は

『類
似
物
質
で
研
究

し
て
い
る
』
と
い
う
姿
勢
で
し

た
」

―
―
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
当
時

た
だ
、
最
初
は
ダ
メ
だ
と
言
わ

れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

（自
衛
隊
も
サ
リ
ン
を
作

っ
て

い
た
こ
と
）
を
話
さ
な
い
と
、

オ
ウ
ム
と
自
衛
隊
の
疑
惑
を
い

つ
ま
で
も
断
ち
切
れ
な
い
と
思

っ
た
の
で
す
。
事
実
、
自
分
は

作

っ
て
い
た
し
、
作

っ
て
い
な

い
と
防
護
の
た
め
の
研
究
も
で

き
な
い
」

毒
ガ
ス
製
造
は

明
か
し
て
な
い

こ
こ
で
お
こ
と
わ
り
を
し
て

お
く
。
連
載
第

一
回

（五
月

一

七
日
号
）
で
、
九
五
年
当
時
、

「陸
上
自
衛
隊
も
こ
の
サ
リ
ン

を
開
発

・
製
造
し
て
い
た

（
い

る
）
と
報
じ
た
メ
デ
ィ
ア
は
当

時
な
か
っ
た
」
と
書
い
た
こ
と

に
対
し
、
コ

部
の
新
間
が
報

じ
て
い
た
」
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
確
か
に
山
里
発
言
を
な
ぞ

る
よ
う
な
扱
い
の
記
事
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
こ
と
の
意
味
に
触

れ
た
り
、
問
題
提
起
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
国
会

質
疑

（
一
九
九
五
年
二
月
三
〇

日
、
第

一
三
二
回
国
会
衆
院
商

工
委
員
会
）
で
次
の
や
り
と
り

が
あ
る
。

質
問
者
は
斉
藤
鉄
夫
議
員
。

答
弁
は
防
衛
庁
教
育
訓
練
局
の

山
中
昭
栄
教
育
課
長

（当
時
）

騨 哲I璽 霧 ぶ 基お嬬

弘行会長。自身も∨X攻撃を受

けて生死をさまよつた。
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事
前
に
漏
れ
た
強
制
捜
査
の
日
に
サ
リ
ン
は
撒
か
れ
た

地下鉄サリン事件の対応を

振り返る山里洋介さん。当

時、陸上幕僚監部化学室長

として自衛隊を指揮した。

で
あ
る
。
以
下
抜
粋
。

〈斉
藤
　
防
衛
庁
ま
た
は
自
衛

隊
の
中
に
サ
リ
ン
と
い
う
特
定

物
質
に
対
し
て
そ
の
無
害
化
も

し
く
は
処
理
の
技
術
を
お
持
ち

で
、
そ
れ
を
適
用
し
た
と
い
う

なヽ
つ
に
老
〉え
て
よ
ろ
し
い
の
で

し
ょ
つヽ
か
。

山
中
　
防
衛
庁
に
お
き
ま
し
て

は
、
も
と
よ
り
化
学
兵
器
そ
の

も
の
の
研
究
等
は
行

っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
防
護
の
た
め

の
研
究
あ
る
い
は
教
育
訓
練
を

行

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
防
護
衣
、
ガ
ス
マ
ス

ク
の
改
善
、
あ
る
い
は
実
際
の

除
染
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
訓

練
を
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
し

て
、
そ
う
い
っ
た
訓
練
の
成
果

が
今
回
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

斉
藤
　
サ
リ
ン
に
つ
い
て
特
に

特
殊
な
技
術
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
。

山
中
　
化
学
兵
器
と
し
て
使
わ

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
毒
物
等
に

つ
い
て
の
研
究
全
般
を
行

っ
て

き
て
い
る
と

い
う

こ
と

で
ご
ざ

い
ま
す
。〉

具
体
的
に
実
施
し
て
い
る
の

は

「防
護
衣
、
ガ
ス
マ
ス
ク
の

改
善
、
あ
る
い
は
実
際
の
除
染

の
方
法
等
に
つ
い
て
の
訓
練
」

で
あ

っ
て
、
毒
ガ
ス
製
造
は
明

か
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
今
に

至
る
ま
で

「事
実
」
と
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

山
里
さ
ん
と
の
や
り
と
り
を

続
け
る
。

―
―
サ
リ
ン
事
件
に
関
わ

っ
た

経
緯
を
。

「松
本
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
た

の
は

一
九
九
四
年
六
月
で
、
翌

七
月
末
か
ら
私
は
捜
査
に
協
力

し
て
き
た
。　
一
一
月
に
上
九

一

色
村
で
異
臭
事
件
が
あ
り
、
異

臭
の
す
る
土
壌
を
採
集
し
て
検

査
を
指
示
し
た
の
は
私
で
す
。

そ
こ
で
サ
リ
ン
の
副
反
応
生
成

物
を
見

つ
け
た
の
で
す
。
副
反

応
生
成
物
は
サ
リ
ン
を
作
る
と

き
反
応
が
進
み
す
ぎ
る
と
出
る
。

沸
騰
す
る
か
ら
そ
う
な
る
。
私

も
若
い
と
き
同
じ
失
敗
を
し
た

か
ら
わ
か

つ
た
」

―
―
そ
れ
で
オ
ウ
ム
だ
と
断
定

し
た
。

「オ
ウ
ム
が
サ
リ
ン
事
件
の
犯

人
だ
と
断
定
し
た
の
は

一
一

月
、
製
造
場
所
が
上
九

一
色
村

に
あ

っ
た
第
七
サ
テ
ィ
ア
ン
で

あ
る
と
断
定
し
た
の
も

一
一
月

だ

っ
た
」

―
―

『読
士こ

の
ス
ク
ー
プ
が

九
五
年

一
月

一
日
付
に
出
ま
し

た
ね
。

「そ
う
。
異
臭
土
壌
か
ら
の
有

機
リ
ン
の
検
出
だ
」

―
―

一
一
月
に
松
本
サ
リ
ン
事

件
の
犯
人
は
オ
ウ
ム
だ
と
断
定

し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
翌
年
三

月
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
防

げ
な
か
っ
た
の
か
。

「そ
れ
は
、
サ
リ
ン
事
件
の
起

き
る
前
、
九
四
年
二
月
の
宮
崎

県
資
産
家
拉
致
事
件
な
ど
い
く

つ
か
の
事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、

当
時
マ
ス
コ
ミ
が
国
家
権
力
に

よ
る
宗
教
弾
圧
だ
と
徹
底
的
に

叩
い
た
。
そ
の
た
め
関
係
県
警

が
慎
重
に
な

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
各
県
警
自
体
の

能
力
の
壁
も
あ

っ
て
道
府
県
の

警
察
が
手
を
出
せ
な
か

っ
た
。

結
果
的
に
能
力
の
あ
る
警
視
庁

待
ち
に
な

っ
た
の
で
す
」

―
―
そ
し
て
二
月
二
〇
日
に
サ

リ
ン
が
撒
か
れ
た
。

「実
は
、
当
初
は
三
月
二
〇
日

を
強
制
捜
査
の
日
と
決
め
て
い

た
の
で
す
。
そ
の
日
に
サ
リ
ン

が
撒
か
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
」

―
―
強
制
捜
査
は
三
月
二
二
日

で
し
た
。

「当
初
は
三
月
二
〇
日
に
決
ま

っ
て
い
た
が
、
急
邊
二
日
延
び

た
の
で
す
。
と
い
つヽ
の
も
、
そ

の
直
前
に
警
察
か
ら
防
護

マ
ス

ク
と
防
護
衣
の
貸
与
を
頼
ま
れ

た
た
め
、
（陸
上
自
衛
隊
）
朝

霞
駐
屯
地
で
訓
練
を
し
、
前
日

の

一
九
日
ま
で
に
機
動
隊
に
防

護

マ
ス
ク
と
防
護
衣
を
貸
与
し

た
。
そ
し
た
ら
翌
日
の
二
〇
日

に
サ
リ
ン
が
撤
か
れ
た
。
結
果

的
に
機
動
隊
は
そ
の
日
に
東
京

に
い
て
事
件

へ
の
対
応
が
で
き

た
の
だ
け
ど
ね
」

，―
―
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
事

前
に
察
知
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
間
の
声
も
あ
り

ま
す
。

「当
初
に
強
制
捜
査
を
や
る
と

決
め
て
い
た
三
月
二
〇
日
に
向

け
て
事
前
に
準
備
を
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
そ
う
で
つ
話
が
出

た
の
で
し
ょ
う
」

―
―

「そ
の
日
に
サ
リ
ン
が
撒

か
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な

い
」

と
言
わ
れ
た
の
は
、
オ
ウ
ム
側

に
当
初
の
強
制
捜
査
の
目
が
漏

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

「内
部
情
報
が
オ
ウ
ム
側
に
漏

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

欝
滅

畿

し
か
し
、
彼
ら
は
そ
れ
が
急
邊

二
日
延
び
た
こ
と
ま
で
は
知
ら

な
か

っ
た
。
だ
か
ら
当
初

の

（強
制
捜
査
の
日
で
あ
る
）
三

月
二
〇
日
に
サ
リ
ン
を
撒
い
た

の
で
は
な
い
か
」

―
―
内
部
情
報
は
ど
こ
か
ら
漏

れ
た
の
で
す
か
？

「自
衛
隊
で
は
な
い
」

―
―
と
な
る
と
、
警
察
で
す
ね
。

「・・・・・。」

―
―
警
察
に
も
オ
ウ
ム
信
者
が

い
ま
し
た
が
、
自
衛
隊
内
部
に

も
い
ま
し
た
ね
。

「自
衛
隊
に
も
信
者
は
い
た
が
、

当
初
の
強
制
捜
査
の
日
程
を
知

っ
て
い
た
の
は
私
を
含
め
て
数

名
だ
け
だ

っ
た
か
ら
、
そ
れ
は

（自
衛
隊
か
ら
情
報
が
漏
れ
る

の
は
）
あ
り
え
な
い
と
思
う
」

聖
路
加
病
院
へ
の

情
報
提
供
せ
ず

―
―
オ
ウ
ム
の
合
成
し
た
サ
リ

ン
は
純
度
が
三
〇
％
ほ
ど
だ

っ

た
と
か
。
も
し
精
度
が
も

っ
と

高
け
れ
ば
、
被
害
は
さ
ら
に
甚

大
に
な
り
ま
し
た
ね
。

自
衛
隊
は
解
毒
剤
を

保
有
し
て
い
な
か
っ
た

―
―
自
衛
隊
に
は
米
軍
製
の
パ

ム
を

一
定
量
保
管
し
て
い
た
と

い
う
証
言
が
あ
り
ま
す
。

「
い
や
、
自
衛
隊
の
部
隊
で
は

当
時
、
解
毒
剤
を
保
有
し
て
い

な
か
っ
た
」

―
―
軍
用
の
ア
ン
プ
ル
が
あ
っ

た
の
で
は
？
　
素
人
で
も
す
ぐ

に
注
射
の
よ
う
に
打
て
る
タ
イ

プ
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
？
　
そ
れ

を
放
出
し
て
い
れ
ば
早
期
治
療

に
役
立
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
。

「
い
や
、
自
衛
隊
の
部
隊
は
常

備
し
て
い
な
か
っ
た
。
衛
生
補

協
力
の
た
め
の
図
上
研
究
を
し

ま
し
た
。
強
制
捜
査
時
、
風
下

の
周
辺
住
民
に
多
大
な
被
害
が

出
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
部
隊
の
配
置

や
運
用
な
ど
を
図
上
で
研
究
し

た
の
で
す
。
中
央
病
院
の
件
は

私
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
そ

こ
に
衛
生
関
係
者
も
い
ま
し
た

医
師
の
派
遣
等
が
素
早

く
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

―
―
毒
ガ
ス
製
造
は
防
護
目
的

だ
と
い
つゝ
こ
と
で
す
が
、
事
件

当
日
、
被
害
者
が
運
ば
れ
た
病

院
に
解
毒
剤
の
情
報
提
供
や
、

解
毒
剤
そ
の
も
の
の
提
供

・
放

出
を
し
た
の
で
す
か
？

「
一
定
の
情
報
提
供
や
協
力
は

し
ま
し
た
。
当
日
は
初
発
と
し

て
自
衛
隊

の
中
央
病
院

（東

京

・
世
田
谷
）

と
看
護
師
六
人
が
警
察
病
院

（東
京

。
中
野
）
に
支
援
に
行

つ
た
。
サ
リ
ン
の
解
毒
剤
に
は

硫
酸
ア
ト
ロ
ピ
ン
と
パ
ム
の
二

種
が
あ
る
が
、
警
察
病
院
に
は

ア
ト
ロ
ピ
ン

一
二
〇
本
を
持

っ

て
行

っ
た
と
聞
い
て
い
る
」

―
―
も

っ
と
も
多
く
の
被
害
者

が
運
ば
れ
た
聖
路
加
国
際
病
院

に
は
正
式
な
情
報
提
供
を
し
て

い
ま
せ
ん
ね
。
自
衛
隊
か
ら
も

警
察
か
ら
も
。

買
聖
路
加
国
際
病
院
に
は
）

正
式
な
情
報
は
伝
わ
ら
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
病
院
に
は

警
察
か
ら
消
防
を
通
じ
て
原
因

物
質
が
サ
リ
ン
で
あ
る
と
い
う

情
報
が
伝
わ

っ
て
い
る
と
思

っ

て
い
た
」

―
―
聖
路
加
国
際
病
院
に
は
解

毒
剤
の
提
供
も
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

「…
…
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
私

は
承
知
し
て
い
な
い
」

Aさ んの言う「元上司」というの

が、連載第2回 に登場し「自衛隊に

よるサリンなどの極秘製造」を認

める証言をした山里洋介・元陸上

自衛隊化学学校長 (テ レビ出演当

時は陸上幕僚監部化学室長)だ。

また、オウム教団の「実質ナン

バー2」 とされた早川紀代秀死刑囚

懸躍慧電;'電撃嵩モ琴テLE[
は知 られている。サリン製造のた

めの第7サテイアンを山梨県上九一

とされる。

これらをもつて「オウムのサリン

];i[mi:1讐[L
雄 。昭和大学名誉教授はこう述べ

言等2tl｀露訴薔:言 i濡貸急

抒重計」F著務r盤種::奄1

:1         『」を1
のような仕組みですね。その場合、

鷲ξ:躍世淵詭現ム進
度しかなくても、サリンは猛零t
ので十分に殺傷能力を持つわけで

す

tは 、「.ll口 刊 によるオウム

のサリン製造法と、陸上自衛隊化

学学校でのサリン製造法は同じな

のか、それとも異なるのか。

かって「早Jllメ モ」によるオウ

ムのサリン製造方法を調査したこ

ともある黒岩さんは言う。

(背勇i言 :象 iユ写暑:曇某£

大きな相違はありませんね」

ォウム真理教信者の中に現役の

自衛官や警察官がいたことは知ら

翻 』舅 予 糖[[

[::修警:讐営馨1軍基貫晟層

れる。

ォウム教団は独自にサリン製造

に手を染めたのか、自衛隊内部か

象察渥電嘱誉[奮言握象l｀見薔署

封:悪唾脚鶴
E

議忌〕瑾1は』:藤3ク

'[星

亀
しているJと いうような発言をし

ました。はるか以前から作つてい

たのに、今が発表のチヤンスだと

思つたのでしよう」

警
察
も
自
衛
隊
の
サ
リ
ン
製
造
を
知
ら
な
か
っ
た

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
時
、
原
因
物
質

を
サ
リ
ン
と
判
定
し
た
警
視
庁
。
（東

京

・
霞
が
関
）

「そ
う
で
す
。
兵
器
に
す
る
な

ら
純
度
を

一
〇
〇
％
に
し
な
く

て
も
い
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
研
究
目
的
だ
か
ら

一
〇
〇
％

の
も
の
を
作
る
。
純
度
が
高
い

の
で
無
色
透
明
だ
」

―
―
自
衛
隊
は
、
警
察
か
ら
防

衛
庁
に
事
件
の

一
報
が
入
る
よ

り
も

一
五
分
ほ
ど
早
く
、
自
衛

隊
中
央
病
院
に
出
動
待
機
要
請

を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど

う
い
う

」ゝ
と
で
し
ょ
う
。

「当
日
、
担
当
刑
事
か
ら

一
報

を
も
ら

つ
た
と
き
、
被
害
者
の

症
状
を
聞
い
た
段
階
で

（撤
か

れ
た
の
が
）
サ
リ
ン
だ
と
わ
か

つ
た
。
そ
れ
で
、
い
つ
で
も
出

動
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
依
頼

し
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
即
応
態

勢
を
常
に
維
持
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
警
察
庁
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
わ
れ
わ
れ
は
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給
処

（当
時
）
か
ら
提
供
さ
れ

た
の
も
自
動
注
射
器
タ
イ
プ
で

は
な
く
、
通
常
の
解
毒
剤
だ
と

思
う
」

―
―
そ

つゝ
で
す
か
。
と
こ
ろ
で
、

警
察
に
は
自
衛
隊
が
サ
リ
ン
を

製
造
し
て
い
る
こ
と
を
、
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生
前
後
に
知

ら
せ
て
あ
つ
た
の
で
す
か
？

「公
式
に
は
知
ら
せ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
松
本
サ
リ
ン
事
件

で
使
わ
れ
た
サ
リ
ン
を
化
学
学

校
で
同
定
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
同
定
す
る
と
い
う
こ
と

は
本
物
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
事
実
上

（化

学
学
校
で
の
サ
リ
ン
製
造
を
）

特
定
の
警
察
関
係
者
に
明
ら
か

に
し
た
と
い
つヽ
こ
と
で
す
」

―
―
警
察
も
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う

」ゝ
と
で
す
ね
。

「サ
リ
ン
事
件
の
捜
査
に
関
わ

っ
た
ご
く

一
部
の
人
に
だ
け
は

内
々
に
知
ら
せ
て
あ
り
ま
し
た
」

証
言
は
以
上
だ
が
、
二
回
に

わ
た
る

「検
証
」
が
不
十
分
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て

い
る
。
陸
上
自
衛
隊
化
学
学
校

に
よ
る
サ
リ
ン
な
ど
の
毒
ガ
ス

製
造
が

「防
護
目
的
」
に
生
か

せ
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
判
断

は
読
者
諸
氏
に
委
ね
よ
う
。

な
ぜ
未
然
に

防
げ
な
か
っ
た
の
か

た
だ
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
発

生
か
ら
約

一
週
間
後
の
九
四
年

七
月
三
日
に
原
因
物
質
を
サ
リ

ン
と
判
定
し
、
同
年

一
一
月
に

は
サ
リ
ン
製
造
を
オ
ウ
ム
教
団

だ
と
断
定
し
て
い
な
が
ら
、
四

カ
月
後
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

を
な
ぜ
未
然
に
防
げ
な
か
っ
た

の
か
と
い
う
疑
間
は
拭
え
な
い
。

連
載
第
四
回

全
ハ
月
七
日
号
）

で
紹
介
し
た
、
当
時
の
第
三
二

普
通
科
連
隊
長
で
サ
リ
ン
除
染

隊
を
指
揮
し
た
福
山
隆
さ
ん
も

著
書

『「地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」

戦
記
　
出
動
自
衛
隊
指
揮
官
の

戦
闘
記
録
』
（〇
九
年
、
光
人

社
刊
）
の
中
で
こ
う
書
く
。

〈地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
先
駆

け
て
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
を
含

む
五
件
の
神
経
剤
に
よ
る
襲

撃

・
殺
人
事
件
が
発
生
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
原

因
を
究
明
し
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
を
未
然
に
防
止
し
得
な
か

っ
た
の
は
何
故
か
―
―
と
い
う

疑
間
が
、
い
ま
だ
究
明
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。〉

そ
の
あ
と
福
山
さ
ん
は

「原

因
と
責
任
が
曖
味
な
ま
ま
」
だ

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の

「責
任
」
の
一
端
を
担
う
べ
き

が
、
「防
護
目
的
」
と
し
て
数

十
年
に
わ
た
リ
サ
リ
ン
な
ど
を

極
秘
製
造
し
て
い
た
陸
上
自
衛

隊
化
学
学
校
で
は
な
い
の
か
。

オ
ウ
ム
事
件
全
体
を
見
た
場

合
、
た
と
え
ば
坂
本
堤
弁
護
士

一
家
殺
害
事
件

（
一
九
八
九
年

一
一
月
四
日
殺
害
、
囲
み
記
事

参
照
）
で
神
奈
川
県
警
の
捜
査

が
進
展
し
て
い
れ
ば
、
サ
リ
ン

散
布
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。
警
察
の
動
き
に

つ
い
て
は
山
里
さ
ん
の
指
摘
の

よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
自
衛
隊
が

サ
リ
ン
製
造
を
内
外
に
秘
し
て

い
た
こ
と
で
、
警
察
と
の
連
携

は
十
分
に
機
能
し
た
の
か
。
事

件
の
未
然
防
止
と
初
動
体
制
に

も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た

の
で
は
な
い
か
と
の
疑
間
は
残
る
。

警
察
に
的
確
な

情
報
提
供
あ
れ
ば

オ
ウ
ム
事
件
を
追
い
、
オ
ウ

ム
教
団
か
ら
毒
ガ
ス
・
ホ
ス
ゲ

ン
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江

川
紹
子
さ
ん
は
、
自
衛
隊
が
極

秘
に
サ
リ
ン
を
製
造
し
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て

」ゝう
述
べ
る
。

「化
学
学
校
の
実
態
が
わ
か
ら

な
い
ま
ま
今
日
ま
で
毒
ガ
ス
の

製
造
が
秘
匿
さ
れ
続
け
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
専
守
防

衛
と
言
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
私
た
ち

は
き
ち
ん
と
議
論
を
し
て
こ
な

か
っ
た
。
自
衛
隊
に
つ
い
て
批

判
す
る
側
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

先
に
立
っ
た
原
則
論
を
振
り
か

ざ
し
、
当
局
側
は
そ
う
し
た
批

判
や
紛
糾
を
避
け
る
た
め
に
事

実
を
隠
す
。
そ
う
や
っ
て
、
み

ん
な
で

『な
か
っ
た
こ
と
』
に

し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
議
論
が
で
き

なヽ
い
状
況
に
し
て
し
ま
い
、
化

学
学
校
を

〃日
陰
〃
の
存
在
に

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
最
大
の

反
省
点
だ
と
思
い
ま
す
」

「防
護
目
的
」
と
言
い
な
が
ら

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
を
未

然
に
防
げ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
―
―
。

「自
衛
隊
が
以
前
か
ら
サ
リ
ン

な
ど
の
製
造

・
研
究
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、

オ
ウ
ム
の
事
件
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
つヽ
。
た

だ
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
の
直
後

に
、
サ
リ
ン
の
製
造
に
必
要
な

設
備
な
ど
に
つ
い
て
、
自
衛
隊

か
ら
警
察
に
的
確
な
情
報
提
供

が
あ
れ
ば
、
河
野

（義
行
）
さ

ん
を
犯
人
視
す
る
よ
う
な
捜
査

が
続
く
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
の
時
も
、
化
学
部
隊
の
除

染
は
評
価
す
べ
き
活
動
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

自
衛
隊
の
能
力
を
も
っ
と
被
害

者
対
応
に
生
か
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
残
念
で
す
」

江
川
さ
ん
は
最
後
に
述
べ
た
。

「暗
い
所
で
問
題
は
起
き
ま
す
。

日
陰
や
暗
闇
に
押
し
込
め
て
お

く
と
チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
な
い
。

で
き
る
だ
け
光
を
当
て
て
、
私

た
ち
も
議
論
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」

次
回
は
そ
の

「暗
闇
」
の
中

で
起
き
た
問
題
事
案
に
つ
い

て
、
Ａ
さ
ん
が
最
後
の
証
言
を

す
る
。
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

撮
影
／
筆
者

か
た
お
か
　
の
ぶ
ゆ
き

・
本
誌
編
集
部
。
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衛隊大宮駐屯地。

ｔ
ル
モ
ツ
ト
か
よ
１
」

藤
マ
ス
ク
の
多人
体
実
験
ク

空
の
全
隊
員
が
装
備
す
る
防
護
　
　
　
「そ
う
し
た
通
常
の
訓
練
で
使

　
　
れ
ま
し
た
。
天
幕
か
ら
少
し
離

マ
ス
ク
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
　
　
　
用
さ
れ
る
の
は
催
涙
ガ
ス
で
す
。　
　
　
れ
た
場
所
に
隊
員
た
ち
が
集
め

い
た
。
開
発
は
、
陸
上
自
衛
隊
　
　
催
涙
ガ
ス
は
喉
と
目
と
鼻
の
粘
　
　
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
型

衛
生
学
校
、
防
衛
省

（当
時
は
　
　
膜
を
刺
激
し
ま
す
し
、
異
臭
も
　
　
防
護
マ
ス
ク
と
防
護
衣
の
実
験

防
衛
庁
）
技
術
研
究
本
部
と
歩
　
　
す
る
。
若
い
隊
員
た
ち
は
装
面
　
　
だ
と
告
げ
ら
れ
る
と
、
若
い
隊

調
を
合
わ
せ
な
が
ら
行
な
わ
れ
、
　

　

状
態
で
ガ
ス
の
充
満
し
た
天
幕
　
　
員
の

一
人
が
、
『わ
れ
わ
れ
は

数
年
に
わ
た
っ
て
マ
ウ
ス
、
ウ
　
　
　
の
中
に
入
り
、
教
官
の
指
示
で
　
　
　
モ
ル
モ
ッ
ト
か
よ
―
』
と
い
つヽ

サ
ギ
な
ど
の
動
物
実
験
を
く
り
　
　
数
分
ほ
ど
脱
面
し
微
量
の
催
涙
　
　
士戸
を
上
げ
た
の
で
す
」

返
し
て
い
た
。
「当
時
は
そ
の
　
　
　
ガ
ス
体
験
を
し
ま
す
。
や
が
て
　
　
　
士戸
を
上
げ
た
隊
員
の
名
前
を

新
型
開
発
の
最
終
段
階
に
あ
っ
　
　
　
目
を
真
っ
赤
に
し
、
鼻
水
を
垂

　
　
Ａ
さ
ん
は
今
も
憶
え
て
い
る
。

た
」
と
Ａ
さ
ん
は
言
う
。　
　
　
　
　
ら
し
な
が
ら
部
屋
か
ら
出
て
く
　
　
「第

一
〇

一
化
学
防
護
隊
の
隊

新
型
と
は
、
個
人
用
防
護
装
　
　
る
の
で
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
で
、
石
川
県
出
身
の
Ｔ
さ
ん

備
と
し
て
現
在
も
通
常
使
用
さ
　
　
　
　
い」う
し
た
訓
練
は
現
在
も
自
　
　
と
い
う
方
で
し
た
」
（Ａ
さ
ん
）。

れ
て
い
る

「防
護
マ
ス
ク
４
型
」
　
　
衛
隊
員
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
入
　
　
　
こ
の
声
を
耳
に
し
て
、
研
究

の
こ
と
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
こ
で
　
　
員
は
あ
わ
て
た
。
Ａ
さ
ん
が
急

化
学
学
校
に
は
教
育
部
の
所
　
　
使
わ
れ
る
ガ
ス
剤
は
人
体
へ
の
　
　
邊
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

管
す
る

「ガ
ス
訓
練
室
」
と
い
　

　

危
険
度
の
少
な
い
催
涙
ガ
ス
で
　
　
　
「
研
究
員

の

一
人
が
私
に
、

「

う
施
設
が
あ

っ
た
。
隊
員
が
　
　
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
様

　
　
『お
前
、　
一
緒
に

（天
幕
の
）

０

「
ガ
ス
室
」
と
呼
ぶ

一
〇
畳
ほ
　
　
子
が
違
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
入
っ
て
く
れ
な
い
か
』
と
　
硼

努
黎
ド
鋤ぽ
酵
ゆ
「モルモツトかよ上
　
鑑趾
一に数
∬
零
¨

も
行
な
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
「ガ
ス
室
を
使
用
せ
ず
、
野
外

　
　
た
ち
が
疑
つ
て
い
る
か
ら
』
な
　
観

Ａ
さ
ん
は
話
す
。　
　
　
　
　
　
　
で
ガ
ス
天
幕
を
張
っ
て
実
施
さ
　
　
ど
と
言
い
ま
し
た
。
実
験
室
の
　
厨

人
間
が

一
人
で
も
入
れ
ば
、
隊

員
た
ち
に
疑
間
を
持
た
れ
な
い

だ
ろ
つヽ
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

Ａ
さ
ん
は
不
審
に
思

っ
た
。

し
か
し
、
上
司
に
そ
う
言
わ
れ

れ
ば
、
そ
れ
は
要
望
で
は
な
く

命
令
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は
意
を

決
し
、
開
発
中
の
戦
闘
用
防
護

衣
を
着
て
、
白
い
手
袋
の
上
か

ら
二
重
に
ゴ
ム
製
の
手
袋
を
つ

け
る
と
、
隊
員
た
ち
と

一
緒
に

ガ
ス
天
幕
の
中
に
入

っ
た
。

催

涙

ガ

ス

と

は

違

う

！

「新
型
の
防
護

マ
ス
ク
を
装
着

し
て
テ
ン
ト
の
中
に
入

っ
た
ら
、

ま

っ
た
く
匂
い
が
し
な
い
の
で

す
。
そ
の
瞬
間
、
お
か
し
い
と

思
い
ま
し
た
」

そ
の
実
験
で
何
の
ガ
ス
を
使

用
す
る
の
か
、
事
前
に
説
明
は

な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
Ａ
さ

ん
が
聞
い
た
記
憶
は
な
い
。

「催
涙
ガ
ス
で
あ
れ
ば
強
烈
な

刺
激
臭
が
し
ま
す
。
五
〇
メ
ー

ト
ル
離
れ
て
い
て
も
そ
れ
と
わ

か
る
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
こ
の

と
き
は
無
臭
で
し
た
」

実
験
は
無
事
終
了
し
た
が
、

Ａ
さ
ん
は
腑
に
落
ち
な
い
。
若

い
隊
員
と

一
緒
に
人
体
実
験
の

道
具
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
２
疑
念
を
拭
い
去
れ
な
い
。

す
る
と
、
こ
の
実
験
の
直
前
、

野
外
で
何
気
な
く
目
撃
し
た
光

景
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
。

実
験
を
担
当
し
た
二
人
の
研

究
員
が
な
に
や
ら
こ
そ
こ
そ
と

話
し
て
い
た
の
だ
。
も
め
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
た
。
そ
の
と

き
は
ガ
ス
剤
の
量
を
め
ぐ

っ
て

議
論
で
も
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し

天
幕
の
内
側
に
入
り
、
「催
涙

ガ
ス
と
は
違
う
―
」

と
感
じ
た

と
き
、
そ
の
光
景
は
ま

っ
た
く

違
う
色
合
い
を
帯
び
て
き
た
。

Ａ
さ
ん
は
言
う
。

「は
っ
き
り
言
え
ば
、
神
経
ガ

ス
の
実
験
台
に
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
つヽ
こ
と
で
す
」

当
時
、
化
学
学
校
で
製
造
さ

れ
た
サ
リ
ン
、
タ
ブ
ン
、
Ｖ
Ｘ

な
ど
の
神
経
ガ
ス
は
実
験
室
奥

に
あ
る
二
重
の
鍵
の
か
か

っ
た

冷
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

研
究
員
は
装
備
研
究
科
の
科
長

か
ら
鍵
を
借
り
て
冷
蔵
庫
を
開

け
閉
め
し
て
い
た
と
、
Ａ
さ
ん

は
説
明
す
る
。

「冷
蔵
庫
の
中
に
そ
の
と
き
何

が
入

っ
て
い
る
か
は
、
見
な
く

て
も
わ
か
り
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
毒
ガ
ス
を
作
る
の
は
年
四

回
だ
け
。
当
時
、
冷
蔵
庫
の
中

に
あ

っ
た
の
は
サ
リ
ン
と
タ
ブ

ン
だ
け
だ
つ
た
の
で
す
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
こ
の
実
験
の
対
象
と

な

っ
た
の
は
毒
ガ
ス
用
の
戦
闘

用
防
護
衣
と
新
型
の
防
護
マ
ス

ク
で
、
こ
れ
は
催
涙
ガ
ス
で
は

旧日本軍の毒ガスに関する公文書 ,虫
は意図的に隠蔽 。焼却などされた。

敗戦時に国内に保管されていた毒ガ

スは米軍駐留前までに軍によって地

下や海中に不法投棄され、これまで

全国各地で発見されている。

このうち2003年 に茨城県神栖町

(当 時)の井戸水から発見されたコ

ンクリート塊には「あか剤」と呼ば

れたくしゃみ性毒ガスに使用される

ジフェニルアルシン酸が混ぜられて

おり、赤ちゃんが脳性麻痺になるな

ど周辺住民に健康被害が続出。この

神栖事件については公害等調整委員

会で2012年 6月 に住民と国 。県との

間で和解が成立したばかりだ。

中国各地に遺された日本軍の毒ガ

スの被害をめぐつては、現在も被害

者と日本政府との間で裁判が続けら

れている。毒ガスは過去の話ではな

く、戦後六十数年間、被害者が出続

けている現在の問題である。

53

Ｅ
棄
さ
れ
た
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス 週干」金曜日  2013628 (949号 )

ｐ
ト
ト
ト
Ｌ

至

ン :第|



隻吐 菫塞畳世

抒1%僧
::[ittil残浙雖ヽ曖

は、禁止する法律がないとしても戦

後の法体系の中で許されることでは

各蘇あ曇ガス製造に)かりに正当な | 週刊金曜日 2013628(949号 ) 週干J金曜日  2013628 (949号 )

9聯1毒刀
會言八魃頌褒| :な る言[[貫 :員 :吉 :]:[締中国での旧日本軍の毒ガ

否導琴撃 ||

]kt魃誕彗蟹1腑雹涎釜|][ズ [l｀ li

な
く
、
毒
ガ
ス
の
防
護
の
た
め

の
装
備
品
な
の
で
す
」

こ
の
頃
か
ら
Ａ
さ
ん
は
化
学

学
校
の
や
り
方
に
不
審
を
持
ち

始
め
た
と
い
う
。こ

の

「防
護
マ

ス
ク
４
型
」
だ
が
、
偶
然
に
も

（と
言
お
う
か
）
連
載
二
回
目

と
五
回
目
に
登
場
し
た
山
里
洋

介

・
元
陸
上
幕
僚
監
部
化
学
室

長
が
現
在
副
社
長
を
務
め
る
興

研
株
式
会
社
の
．製
品
で
あ
る
。

興
研
は
４
型
を
改
良
し
た

「
００

式
４
型
Ｂ
」
も
自
衛
隊
に
納
品

し
て
い
る
。

サ
リ
ン
製
造
時
の
事
故

年
に
四
回
、
猛
毒
の
ガ
ス
を

製
造
す
る
際
、
Ａ
さ
ん
は
何
回

か
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
遭
遇
し
た
。

「研
究
員
五
、
六
人
で
サ
リ
ン

を
使

っ
た
実
験
を
し
て
い
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
の

一
人
が

『目
が
お
か
し
い
』
と

言
い
だ
し
、
見
る
と
い
瞳
孔
が

変
化
し
て
い
ま
し
た
。
サ
リ
ン

の
中
毒
特
有
の
縮
瞳
で
す
。
毒

ガ
ス
製
造
は
自
衛
隊
内
部
で
も

極
秘
な
の
で
、
民
間
の
病
院
に

は
行
け
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
は

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
う
し
た
事
故
は
外
に
報

告
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
内

部
で
も
み
消
し
と
言
い
ま
す
か
、

処
理
を
す
る
」

実
験
終
了
後
に
実
験
に
使
用

し
た
器
具
類
を
洗
浄
し
て
い
た

と
き
に
も
事
故
が
起
き
た
。

「
フ
ラ
ス
コ
や
ビ
ー
カ
ー
に
一推

体
が
残

っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

こ
れ
を
洗
浄
剤
の
ア
セ
ト
ン
を

使

っ
て
洗
い
流
し
て
い
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
洗
い
場
か
ら
流

れ
た
汚
染
水
は
建
物
外
の
処
置

槽
に
流
れ
込
み
、
そ
こ
か
ら
浄

化
槽

へ
と
移
り
、
浄
化
さ
れ
た

上
で
排
水
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と

き
は
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
か
ら
お

湯
を
出
し
て
器
具
を
洗

っ
て
い

た
の
で
す
が
、
突
然
、
外
で
大

き
な
爆
発
が
起
き
た
の
で
す
」

揮
発
性
の
高
い
ア
セ
ト
ン
な

ど
の
有
機
溶
剤
が
湯
沸
か
し
器

の
ガ
ス
に
引
火
し
、
処
置
槽
内

で
爆
発
。
た
ま
た
ま
処
置
槽
近

く
に
い
た
隊
員
の
話
で
は
、
処

置
槽
の
重
く
分
厚
い
蓋
が
持
ち

上
が
る
く
ら
い
の
強
い
爆
発
だ

っ
た
と
い
う
。

「幸
い
け
が
人
が
出
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
危
険

な
毒
物
を
使
用
す
る
と
、
気
を

つ
け
て
い
て
も
こ
の
よ
う
な
大

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ア

ク
シ
デ
ン
ト
は
起
き
る
の
で
す
」

一
連
の
懸
念
の
最
た
る
も
の

が
次
に
紹
介
す
る

聖
構
惣
退
棄
」

の
事
例
で
あ
る
。

毒
物
入
り

一
斗
缶

毒
ガ
ス
製
造
に
使
用
す
る
薬

剤
は
五
メ
ー
ト
ル
四
方
ほ
ど
の

二
つ
の
大
型
薬
品
庫
に
厳
重
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は

ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
米

国
な
ど
か
ら
購
入
し
た
未
使
用

の
薬
品
が
置
か
れ
、
い
っ
た
ん

封
を
切

っ
た
薬
品
は
小
型
の
薬

品
庫
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。

一
九
七
九
年

の
二
月
か
三

月
、
春
先
の
こ
と
だ

っ
た
。

「あ
る
日
、
大
型
薬
品
庫
の
整

理
を
し
た
の
で
す
が
、
薬
品
の

瓶
に
貼

っ
て
あ
る
製
造
年
月
日

を
見
る
と
、
す
で
に
耐
用
年
数

を
超
え
て
い
る
も
の
が
大
量
に

出
て
き
た
の
で
す
。
お
そ
ら
く

創
立
以
来

一
〇
年
も
二
〇
年
も

貯
蔵
さ
れ
、
放
置
し
て
き
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
」

化
学
教
育
隊
が
化
学
学
校
に

昇
格
し
、
富
士
駐
屯
地
か
ら
大

宮
駐
屯
地
に
移
駐
し
て
き
た
の

は

一
九
五
七
年

一
〇
月
。
Ａ
さ

ん
の
言
う

一「創
立
以
来
」
と
は
、

そ
の
時
期
を
指
す
。

薬
品
瓶
は
五
〇

∝
と
五
〇
〇

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
二
種
が
ほ
と

ん
ど
で
、
古
く
て
使
用
に
耐
え

な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
計

一
〇
〇
個
ほ
ど
あ
っ
た
。

「実
験
や
製
造
に
使
う
の
は
危

険
で
し
た
。
量
が
あ
ま
り
に
も

多
い
た
め
、
中
和
な
い
し
分
解

さ
せ
る
に
は
相
当
の
日
数
と
手

間
が
か
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く

そ
の
た
め
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
薬
品
の
遺
棄
処
分
を
命
じ
ら

れ
た
の
で
す
」

遺
棄
処
分
作
業
は
次
の
よ
う

な
手
順
で
進
め
ら
れ
た
と
い
２ヽ

ま
ず
、
セ
メ
ン
ト
と
砂
を
購

入
。
装
備
研
究
科
の
一
〇
人
に

加
え
、
総
務
課
か
ら
も
応
援
が

来
た
。
総
勢
十
数
人
で
仕
事
の

合
間
に
水
と
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
、

使
用
済
み
の
一
斗
缶

（溶
剤
が

入
っ
て
い
た
一
人
リ
ッ
ト
ル
缶
）

の
底
に
入
れ
、
薬
品
入
り
の
瓶

を

一
〇
個
ほ
ど
詰
め
込
む
。
上

環
境
汚
染
の
恐
れ
は
な
い
な

近
≦

ほ

民
家
ｔ

縣

闘
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化
学
学
校
と
も
に
事
実
上
の
取
材
拒
否

①ｌ
＝

ＴＩ
引
引
い
年
代
以
降
の
米
軍
か
う
０
構
り
ほ
罐
罐

Ψ

弱

縮

黎

鶴

多

数
男

硼
評

ｒ

ル
』
お

霧

ス
甦

③
　
大
宮
駐
屯
地
内
へ
の
毒
物
遺
棄

〇

一
三
年
度
予
算
は
人
件
費
を

除
き

一
億
四
人
○
○
万
円
余
＝

防
衛
省
内
局
報
道
室
）
を
、
私

た
ち
の
血
税
か
ら
支
出
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

サ
リ
ン
な
ど
の
毒
ガ
ス
製
造

が

「防
護
目
的
」
で
あ
れ
ば
、

つ
ま
り
兵
器
と
し
て
使
用
し
な

け
れ
ば
そ
の
製
造
が
許
さ
れ
る

と
し
た
ら
、
同
じ
理
屈
で
核
兵

器
の

「防
護
研
究
」
も
可
能
と

い
つヽ

」ヽ
と
に
な
る
。

日
本
は
国
内
外
に
約
四
四
ト

ン
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
保
有
し

て
い
る

公
一〇

一
二
年
九
月
、

日
本
政
府
発
表
）
。
核
兵
器

一

発
に
使
用
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
量
は
約
四
キ
ロ
グ
ラ
ム

（Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｈ
国
際
原
子
力
機

関
に
よ
る
と
倍
の
八
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
と
さ
れ
る
の
で
、
数
字
上

は
五
五
〇
〇
発
～

一
万

一
〇
〇

〇
発
の
原
子
爆
弾
を
作
る
こ
と

が
可
能
だ
。

陸
上
自
衛
隊
の
毒
ガ
ス
は
、

ど
こ
ま
で
が

「防
護
研
究
」
な

の
か
を
明
確
に
し
な
い
ま
ま
、

極
秘
裏
に
開
発
が
進
め
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
、
国
民

（国
会
）

の
チ
ェ
ッ
ク
は
お
ろ
か
、
そ
の

事
実
さ
え
知
ら
れ
ず
に
半
世
紀

に
わ
た
リ
サ
リ
ン
が
作
ら
れ
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
国
民
の
前
に
毒
ガ
ス
製

造
の
事
実
が
き
ち
ん
と
明
ら
か

に
さ
れ
、
そ
の
上
で

「防
護
研

究
」
と
は
な
に
か
が
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

外
務
省
生
物

・
化
学
兵
器
禁

止
条
約
室

（宮
原
賢
治
室
長
）

に
よ
る
と
、　
一
九
九
七
年
発
効

の
化
学
兵
器
禁
止
条
約
で
定
め

ら
れ
て
い
る
化
学
兵
器
禁
止
機

関

（Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）
に
よ
る
陸
自

化
学
学
校
の
査
察
お
よ
び
同
化

学
学
校
の
申
告
内
容
に
つ
い
て

は
開
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
条

約
批
准
後
、
国
会
で
そ
の
査

察

・
申
告
内
容
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
こ
と
も
な
い
、
と
い
λゝ

「化
学
兵
器
禁
止
条
約
で
は
秘

匿
性
の
高
い
情
報
に
区
分
さ

れ
、
国
会
へ
の
報
告
義
務
は
な

，ヽ
、
過
去
に
質
問
も
な
か
っ
た
。

化
学
学
校
の
申
告
内
容
も
、
防

護
目
的
と
い
う
こ
と
で
開
示
義

た
にな
い
いち

務
は
あ
り
ま
せ
ん
」
（谷
内

一

智

・
同
室
首
席
事
務
官
）

防
護
目
的
と
一言甲
え
ば
す
べ
て

非
開
示
で
よ
い
の
か
。
そ
れ
が

本
当
に
防
護
な
の
か
ど
う
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
か
。
そ
う
指
摘
す

る
と
、
「お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
よ

く
わ
か
る
の
で
す
が
…
…
」
含
じ

と
口
を
濁
し
た
。

防
衛
省
に
問
う

本
連
載
の
開
始
前
、
四
月
八

日
に
陸
上
幕
僚
監
部
広
報
室
を

通
じ
て
化
学
学
校
に

「毒
ガ
ス

製
造
」
に
関
す
る
取
材
を
申
し

込
ん
だ
が
、
同
月

一
六
日
に
断

り
の
電
話
が
来
た
。
「国
民
の

み
な
さ
ま
に
正
し
い
情
報
を
お

知
ら
せ
し
た
い
の
で
、
そ
の
観

点
か
ら
広
報
効
果
が
な
い
と
…

。こ

（担
当
者
）。

同
じ
四
月
、
小
野
寺
五
典
防

衛
大
臣
宛
に
、
文
書
の
作
成
さ

れ
た
期
間
を
特
定
し
て

「化
学

学
校
の
毒
ガ
ス
製
造
に
関
す
る

文
書
」
の
開
示
請
求
を
し
た
が
、

「不
存
在
に
つ
き
不
開
示
」
と

の
通
知
書
が
六
月
六
日
付
で
届

い
た
。　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八

〇
年
に
か
け
て
の
毒
ガ
ス
製
造

を
示
す
行
政
文
書
は
存
在
し
な

い
と
い
う
。
で
あ
れ
ば
、
行
政

文
書
の
な
い
活
動
に
国
民
の
税

金
を
注
ぎ
込
ん
で
い
た
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
自
体
、
違
法
の
疑

い
が
あ
る
。
小
野
寺
防
衛
大
臣

に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
申
し
込

ん
だ
が
、
六
月

一
〇
日
に
防
衛

省
内
局
報
道
室
か
ら

「取
材
は

受
け
ら
れ
な
い
」
と
の
連
絡
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
化

学
畑
を
歩
い
て
き
た
と
い
う

「
ヒ
ゲ
の
隊
長
」
こ
と
佐
藤
正

久
参
議
院
議
員

（自
民
）
に
も

く
毒
ガ
ス
製
造

取
材
を
申
し
込
ん
だ
が
、
断
ら

れ
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
組
織
を

「国
防
軍
」
に
す
る
と
息
巻
く

政
党
が
政
権
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
強
い
危
機
感
を
覚
え
る
。

か
り
に
国
防
軍
に
な
れ
ば
、
防

衛
省
は

「国
防
省
」
に
な
る
の

だ
ろ
２ヽ

文
民
統
制
と
は
何
か
、

専
守
防
衛
と
は
何
か
の
議
論
な

ど
、
「国
防
」
の
名
の
下
に
ま

す
ま
す
封
じ
込
め
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
こ
れ
を
許
す
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
責
任
だ
。

連
載
中
、
Ａ
さ
ん
か
ら
連
絡

が
来
た
。

「本
屋
さ
ん
で

『週
刊
金
曜
日
』

を
買
っ
て
読
ん
で
ま
す
よ
。
こ

れ
で
私
の
自
衛
官
と
し
て
の
仕

事
は
本
当
に
終
わ
り
で
す
」

連
載
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

防
衛
大
臣
と
陸
上
自
衛
隊
化
学

学
校
に
、
本
連
載
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
別
掲
右
上
の
五
点
に
つ

い
て
事
実
関
係
を
聞
う
。

５３
ペ

ー
ジ
の
南
典
男
弁
護
士
の
法
的

な
指
摘
も
含
め
て
、
当
時
の
法

と
現
行
法
に
基
づ
く
説
明
を
求

め
る
。
「防
護
目
的
」
と
言
う

か
ら
に
は
、
防
衛
省
に
は
そ
の

説
明
責
任
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（お
わ
り
）

撮
影
／
筆
者

か
た
お
か
　
の
ぶ
ゆ
き

・
本
誌
編
集
部
。

週刊金曜日  2013.628 (949号 )

当事者 (山里洋介・元陸上

自衛隊化学学校長)が毒ガ

ス製造を認めているにもか

かわらず、毒ガス製造に関

わる文書は「不存在」とす

る「不開示決定通知書」(6

月6日付)が「防衛大臣」名

で送られてきた。


